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これは、わたしが体たい験けんした本当にあった怖こわい話よ。




わたしの部屋には、フランス人形が置おいてあるんだけれど、それが少し不ぶ気き味みなの。




特とくに寝ねる時に部屋の電気を消すと、その人形がこっちを見ている気がして怖こわいのよ。




だから、わたしは人形を捨すてることにしたの。




燃もえるゴミの日に、ゴミ箱に捨すてたわ。




だけど、夜になると人形は部屋にあったの。




母に聞くと、「たしかに人形もゴミとしてまとめた」って答えるのよ。




わたし、怖こわくなって今度は人形を近所にあるゴミ置おき場ばに捨すてたの。




これでもう戻もどってこない。




そのままホッとして眠ねむりについたら、夜中にキイッとドアが開く音がしたの。




人の気配がして、目を開けたら……。




目の前には捨すてたはずのフランス人形があったの。




天てん井じょうに浮ういていたのよ。




悲鳴も上げられないでいると、すぐそばでお酒の匂においがしたわ。




すると、人形の横から父が顔をのぞかせて、こういったの。




「なんでパパがフランス土産みやげにあげた人形を捨すてちゃうんだよー！」




そう。捨すてたはずの人形を、父がこっそりわたしの部屋に戻もどしていたのよ……。






　怪かい談だん部ぶの部長さんが話し終えると、辺あたりはしんと静しずまり返った。

　数秒おくれて、部長さんの隣となりにいた怪かい談だん部員の男子二人が、わざとらしい声でいう。

「部長、怖こわいっす！　部長のお父様の愛あい、重すぎて怖こわいっす！」

「ぼくは、そもそもまとめたゴミの袋ふくろの中から人形を拾いだし娘むすめの部屋にかざる、という神しん経けいがわからないですね！」

　男子二人の言葉に、部長さんは「そうでしょ、ゴミと一いっ緒しょになっていたものを持ってくるなんて不ふ衛えい生せいだわ」と笑わらう。

　そのやりとりを見ていたごんべ……じゃない、東雲しののめくんがポツリとつぶやく。

「なあ、これ怖こわい話か？」

「……全ぜん然ぜん。でもわたし、幽ゆう霊れい系けいのいわゆる怪かい談だんも怖こわいとは思えないから、よくわからないや」

　わたしがそう答えると、カメリアが口を挟はさんだ。

【なんかさ、怪かい談だん部ぶの部長さん、とっても美人だけど、怪かい談だんのセンスはズレてる。この男子部員二人は、部長さんに気に入られたくて合わせてるだけなんだろーなあ】

　そういい終えると、うれしそうにこうつけくわえた。

【これもある意味、青春だね】

「あ、じゃあ、成じょう仏ぶつしそう？」

　わたしが期待をこめてそう聞いてみると、カメリアはあっさりとこう答えた。

【ううん。そういう感じじゃないかなあ】

「ダメじゃねーか。次行くぞ次」

　東雲しののめくんがそういって、「じゃ、失しつ礼れいしました」と怪かい談だん部ぶの部室（音おん楽がく準じゅん備び室しつともいう）を出ようとした瞬しゅん間かん。

「ちょっ、待って！　今年は新入部員がゼロなの！　あなたたち、二人で入部する気はない？」

　部長さんがつかんでいるのは、東雲しののめくんの肩かた。

　わたしは、部長さんのその手に自分の手をそっと重ねてこういう。

「ちがいますよ。三人ですよ。わたしと東雲しののめくんと、もう一人……」

　わたしに憑ついている幽ゆう霊れいを合わせれば、といおうとしてやめた。

　だって部長さんが「えっ」といったきり、フリーズしてしまったからだ。

「あれ？　見えませんか？　おれらには見えてるんですけどね」

　東雲しののめくんもノリノリだ。

　しかも、それはうそではない。

「これは、本当の話なんですよ」

　わたしがダメ押おしの一言を放つと、部長は「きゃああああああ」と悲鳴を上げ、部室のすみに座すわりこんだ。

　すると、取とり巻まきの男子部員たちは、どこにかくしていたのか塩しおを取り出す。

　それから、「悪あく霊りょう退たい散さん！」と叫さけびながら、塩しおをわたしと東雲しののめくんに投げつけてくる。

　わたしたちは、急いで部室を後にした。
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「人に塩しおまくとかやべえだろ、あいつら」

　廊ろう下かに出た東雲しののめくんが、怪かい談だん部ぶの部室（音おん楽がく準じゅん備び室しつともいう）をにらみつけた。

「まあ、それだけ怖こわかったんでしょ。ってゆーか、あれぐらいで怖こわがるんなら怪かい談だんむいてないよ」

　わたしがいうと、カメリアは楽しそうに笑わらう。

【塩しおまかれるとか初はじめての経けい験けん！　これも青春っぽくない？】

「いや別べつに」

「うん。あんまり」

【そっかー。そりゃあわたし、成じょう仏ぶつする気け配はいがないわけだね】

　カメリアはのんびりとした声でそういった。

　わたしは東雲しののめくんと顔を見合わせる。

　そして重い体をたしかめるように、大きく背せ伸のびをした。




　わたし、天あま国くに玲れい香かはどこにでもいる平へい凡ぼんな中学一年生。

　……ではなくて。小学生の頃ころから幽ゆう霊れいにとり憑つかれやすい特とく殊しゅな体たい質しつだ。

　この世に未み練れんがある幽ゆう霊れいに憑つかれたら、やることはただ一つ。

　未み練れんをなくして、あの世に送ること。

　そうすれば、幽ゆう霊れいは成じょう仏ぶつして天てん国ごくに行けるし、わたしも体が戻もどってめでたしめでたし。

　そして、今まさに幽ゆう霊れいに憑つかれているわけだけれど、ここまで冷れい静せいでいられるのは、憑つかれることが日にち常じょう茶さ飯はん事じだから。

　問題の幽ゆう霊れい、カメリアが、【部活に入りたい！　部活＝イコール青春でしょ!?】と提てい案あんしたので、わたしと東雲しののめくんは七月だというのに今こうして部活を見学している。

　カメリアこと氷ひょう上じょう椿つばきさんに憑つかれたのは、昨日きのうの出来事だった。

　隣となりのクラスの東雲しののめ颯はやてくんから人生初はつの告こく白はくをされて、宇う宙ちゅうまで飛とんでいきそうなほど舞まい上がっていた時。

　空き教室をうろついていた氷ひょう上じょうさんに憑つかれたのだ。

　彼かの女じょは、『氷上のカメリア』と呼よばれていて、よくテレビで取しゅ材ざいを受けていたフィギュアスケートの選せん手しゅだった。

　氷上に十四歳さいの天才あらわる！　とかいうあおり文もん句くで、氷の上でくるくると回り、ジャンプをする姿すがたを、スポーツにうといわたしでもテレビで何度も見たことがある。

　それと同時に、氷上のカメリアが事じ故こ死しというニュースもかなり衝しょう撃げき的てきだった。

　道を歩いていたら、頭に看かん板ばんが落ちてきて即そく死しだったそうだ。

　なにそれ怖こわい……。

　もっと怖こわいことに、氷ひょう上じょう椿つばきが亡なくなったのは三年前。

　つまり、彼かの女じょは三年も成じょう仏ぶつできずにさまよっていて、たまたまこの学校に迷まよいこみ、わたしにとり憑ついたらしい。

　住んでいた場所はここから少し離はなれているものの、成じょう仏ぶつの方ほう法ほうを探さがしてこの町にたどりついたんだとか。

　カメリアは自分がどうして成じょう仏ぶつできないのか、わからないらしい。

　そんなことをいわれても、わたしにだってわからないよ。

　でも、憑つかれたからには、成じょう仏ぶつさせなきゃいけないし。

【青春がしたい。したら成じょう仏ぶつできそうなんだよね】とのんきな口調のカメリアの言葉を信しんじて、青春っぽいことをすることにした。

　おまけに東雲しののめくんのほうも、結けっ構こうややこしいことになってるんだよね……。




「ねえ、ごんべえ……じゃない東雲しののめくんって部活入ってないんだっけ？」

　階かい段だんをおりながら、わたしは先を歩く東雲しののめくんに話しかける。

「入ってねーよ。退たい院いんしたばかりなんだから、まだ学校すらちゃんと通えてねーし。つーかさ」

　東雲しののめくんは川で溺おぼれていた男の子を助けようとして、自分が溺おぼれてしまい、入学式そうそう何カ月も意い識しき不ふ明めいで入院していた。

　だから彼かれの制せい服ふくは、ピカピカで汚よごれもシワも一つもない新品そのものだ。

　そんなピカピカの東雲しののめくんは立ち止まって、わたしを見上げて続つづける。

「ごんべえってのやめろ」

「ああ、ごめん。つい、くせで呼よんじゃうんだよ」

「あんたのことだから、デカい声で『ごんべえ！』っていいそうで怖こわいんだよ」

【アハハ。玲れい香かならいいそうー！】

　カメリアが楽しそうに笑わらっている。

　声は聞こえても、その姿すがたは霊れい感かんのないわたしには見えない。

　憑つかれるのに幽ゆう霊れいは見えないって、なんだか変へんなの。

　変へんなの、といえば、さっきからわたし自身も変へんだ。

　東雲しののめくんには、下の名前で「玲れい香か」って呼よんでほしい。だって、わたしたち付つき合あってるんでしょ、っていいたい。

　でも、いえない。

　東雲しののめくんの顔を見ると、ハッキリいえなくなってしまう。

「そんなことしないよ、たぶん」

「信しん用ようできねーなあ」

　東雲しののめくんはそういうと、とつぜん階かい段だんを駆かけ上がってこちらに戻もどってきた。

　無む言ごんで歩いてくる東雲しののめくんから妙みょうに圧あつを感じて、わたしは思わず壁かべぎわに避ひ難なん。

　すると、わたしのむかいに立ち、いきなり右手をドンッと壁かべにつけた。

　彼かれの手は、わたしの顔のすぐ隣となりにある。

　顔も近い。

　いきなりなに!?

　ってゆーかこれは、伝でん説せつの壁かべドンでは？

　そう思った途と端たん、バクバクと心しん拍ぱく数すうが上がっていく。

　辺あたりがしんと静しずまり返ったその瞬しゅん間かん。

【はい、キュンもらいましたああああ】

　カメリアが突とつ然ぜん、叫さけんだ。

【もう、最さい高こう！　東雲しののめくんが玲れい香かに壁かべドンして、それで玲れい香かってば、心しん拍ぱく数すう上がりまくり！】
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「おれはカメリアがぐるぐる回ってるから、何事かと思って来たんだよ」

【それも作さく戦せんでーす。はーい、引っかかったー！】

「作さく戦せんってなんだ」

【二人がキュンキュンしてるところを見て、キュン死しちゃおう作さく戦せん！】

「いや、もう死んでるだろ」

【ふふっ！　これ、幽ゆう霊れいギャグ！】

「くだらねー……」

　東雲しののめくんはそういってわたしから離はなれて、壁かべから視し線せんをそらす。

　ああ、壁かべドンじゃなくて、カメリアの変へんな踊おどりをよく見ようとしただけだったんだ。

　わたしには見えなくても、東雲しののめくんにはカメリアの姿すがたが見えるらしい。

　しかも東雲しののめくんには、カメリアの声も聞こえる。つまりは霊れい感かんがあるのだ。

「ねえねえ、東雲しののめくん、そういえば、氷ひょう上じょうさん以い外がいの幽ゆう霊れいは見えた？」

【氷ひょう上じょうさんなんて他人行ぎょう儀ぎな呼よび方かたはやめて！　カメリア！】

「はいはい。カメリア以い外がいの幽ゆう霊れいは見た？」

「いや。見てない。学校でも、登下校でも、もちろん家にも幽ゆう霊れいはいない」

「じゃあ、わたしに憑ついている幽ゆう霊れいしか見えない、ってのはもう決定かな」

「そうだなー」

　東雲しののめくんはそういうと、うで組みをした。

　昨日きのう、東雲しののめくんはわたしにとり憑ついたカメリアを認にん識しきして、霊れい感かんがあることにはじめて気づいたらしい。

　しかも、わたしに憑ついている幽ゆう霊れいだけ、姿すがたが見えて声も聞こえると。

　なんて限げん定てい的てきな……。

「わたしから離はなれると、幽ゆう霊れいも見えなくなるんだよね？」

「そう。あんたの姿すがたが見えなきゃ、幽ゆう霊れいっつーか、カメリアの姿すがたも見えない」

【変へんな霊れい感かん……】

「逆ぎゃくにいえば、あんたから離はなれていれば、おれは霊れい感かんもなにもないフツーの人間に戻もどるってわけだ」

【なんでそんなに玲れい香か特とっ化かなの？】

「ごんべえ……じゃない東雲しののめくんが意い識しき不ふ明めいの時に、魂たましいが体から出て幽ゆう霊れいになっちゃって、わたしにしばらく憑ついていたことがあったの。それが原げん因いんかなあ？」

【ああ、いってたね。しかも記き憶おく喪そう失しつで自分の名前もわからなかった、って】

「そう。だから『ごんべえ』ってダサい呼よび名なつけられたんだ。まあ、自分では死んだと思ってたけど意い識しき不ふ明めいの重体だっただけで、幽ゆう体たいが体に戻もどって今はこうしてここにいる、ってこと。あんた、くわしくカメリアに話してないのか？」

「話したと思うけど」

【そういえば、そんなこといってたっけ】

　すると、カメリアはぼそりとつぶやいた。

【それでその霊れい感かん。愛あいの力ですなー】

「ニヤニヤすんな」

　東雲しののめくんはそういうとふい、と横をむいてしまった。

　ちらっと東雲しののめくんを見ると耳まで真っ赤。

　愛あいの力、かあ。

　そう考えると、なんだかわたしまで顔が熱あつくなってくる。

【いやあ！　初うい々ういしいねえ！　あー。二人をからかうのたのしーい】

　カメリアはご機き嫌げんだった。
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【わたし、フィギュア漬づけの毎日だったからさあ。青春ってしたことないんだよねー】

　カメリアが思い出したようにいった。

　わたしは下げ駄た箱ばこでローファーにはきかえながら口を挟はさむ。

「フィギュアスケートの練習も青春じゃないの？」

【練習はキツかったからなあ……。そのせいで友だちと遊ぶ時間なんかなくて、それでみんな離はなれていっちゃって、友だちを作ることを小学校高学年の頃ころからあきらめたしね】

　カメリアは寂さびしそうにいうと、明るい声に戻もどって続つづける。

【だからさ！　心こころ残のこりっていったら青春よね。青春したら満まん足ぞくして成じょう仏ぶつできるんじゃないかなーって】

「青春つっても、漠ばく然ぜんとしてるよなあ」

　東雲しののめくんは校こう舎しゃの外に出て、グラウンドをながめる。

　わたしもサッカー部や野球部の練れん習しゅう風ふう景けいに、なにげなく視し線せんをむけた。

【青春を経けい験けんしてないわたしに、漠ばく然ぜんとしてるっていわれてもね】

「それよりも、気になる部活はあった？」

　わたしがそう聞くと、カメリアは【うーん】と考えこんでから答える。

【仮かりにもし、わたしが気になる部活があって、入りたいっていったら、入部することになるのは玲れい香かなんだけど、いいの？】

「えっ……。わたし？」

【そりゃそうでしょ。気になる部活があったら、入りたくなるのが体たい育いく会かい系けいの性さがってもんでしょ】

「でも、わたし、泣なけるほどに運うん動どう神しん経けいよくないよ」

「そんなの鍛きたえりゃどーにかなるだろ」と、東雲しののめくんがさらっという。

【そうそう。訓くん練れんあるのみ！】

「体たい育いく会かい系けいのノリ怖こわい！　そんなに簡かん単たんにいわないで！」

　わたしは頭を抱かかえてから、くるりと方ほう向こう転てん換かん。

「そんなこというなら帰るよ、わたし。青春をする方ほう法ほうは家に帰って考えればいい。あ、部活に入るのはなしね」

　歩き出そうとして、東雲しののめくんに肩かたをつかまれた。

　強い力。

　東雲しののめくんは生きているんだなあ、としみじみと実感する。

　それと同時に、くすぐったいような恥はずかしいような複ふく雑ざつな気持ちにもなった。

「待て。おれもちょっと見たい部活があるんだ」

「え？　あ、うん」

　そんなわけで、わたしは東雲しののめくんの後をついていく。

　むかった先は体育館だった。

　中ではバスケ部やバレー部、体たい操そう部ぶなど、いろいろな部活の部員たちが、練習に精せいを出している。

「よくやるよねえ。運動とかわたしにとっては、罰ばつゲームみたいなもんだってのに……」

　そうつぶやいた時、東雲しののめくんがやけに大人しいことに気づく。

　東雲しののめくんに視し線せんをむければ、バスケ部の練習を真しん剣けんに見ていた。

　こんなふうにだまっていれば、すごくカッコいいんだなあ。

　くっきりとした二重ふたえに、澄すんだ瞳ひとみがきれい。

　まつ毛が長くて、ちょっとうらやましいくらいだ。

　通とおった鼻はな筋すじとか、形の良よい唇くちびるとか、見ているだけでドキドキしてしまう。

　こんな人が隣となりにいるって、夢ゆめみたいだ。

　東雲しののめくんに見とれていると、てんてんとバスケットボールが足元に転がってきた。

　東雲しののめくんがそれを拾うと、体たい操そう服ふく姿すがたの男子がこちらへ走ってくる。

　その男子はとにかく背せが高かった。

　三年生かな、と思っていたら、わたしと東雲しののめくんの目の前で立ち止まった。

　ゼッケンには、『一年二組　高たか井い戸ど』と書かれている。

　えっ、一年生なの!?

【うひゃー。背せ、高っ！　こりゃあ１８１センチってとこかな】

　細かいな。

　確たしかに１８０センチぐらいありそうだけれど。

　わたしが高たか井い戸どくんを見上げていると、彼かれはボールを持った東雲しののめくんに「ありがとう～」という。

　それから、ゆったりとした口調でわたしたちに聞いてくる。

「もしかして、バスケ部の見学かな～？」

「ああ、おれはちょっと興きょう味みあって」

　東雲しののめくんが素す早ばやく答える。

「へえ～。そうなんだ～。東雲しののめくん、同じクラスだったよね」

「ああ、うん。ゼッケンでわかった。悪わりぃな。まだ退たい院いんしたばっかで、クラスのやつらの顔と名前覚おぼえてねーんだわ」

「いいよ、いいよ～。ぼくは高たか井い戸ど武たけ士し。東雲しののめくん、退たい院いんしたばっかりなんだから無む理りしなくていいよ～」

　高たか井い戸どくんはそれだけいうと、「じゃあね～」と練習に戻もどっていった。

「背せ、高いね」

　わたしがいうと、カメリアがつぶやく。

【やっぱ、１８０センチちょうどかなあ】

　なんの基き準じゅんで１センチ縮ちぢんだのよ。

「東雲しののめくん、バスケ部入るの？」

　わたしがそう聞いても、東雲しののめくんは返事もせず夢む中ちゅうでバスケ部の練習に見入っていた。

　まあ、東雲しののめくんは運動部に入部するんだろうなあ、とは思っていたけれど。

　バスケ部に入るつもりなのかな。

　わたしはずっと帰き宅たく部ぶでいるけどね！
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「昨日きのう、東雲しののめくんと放ほう課か後ごデートだったんでしょー！」

　次の日の朝、席せきにつくなりどストレートにそう聞いてきたのは、アリスだった。

　アリスだけではなく、リエちゃんもマミちゃんも、わたしに興きょう味み津しん々しんだ。




　ギャルで校こう則そく違い反はんの塊かたまりみたいな見た目のアリスは、地味なわたしにも気さくに明るく話しかけてくれる大切な友だちだ。

　実はホラーや怪かい談だんのたぐいが大だい好すきで、ごんべえ……じゃない東雲しののめくんに憑つかれていた時に一いっ緒しょに学校の七なな不ふ思し議ぎ（アリスがいってただけだけどね）を解かい明めいしたこともある。

　小学生の時、この体たい質しつのせいでぼっちになってしまったから、中学でも友だちはできないだろうと覚かく悟ごしていたけれど、アリスのおかげで毎日がとても楽しくてにぎやかだ。

　もともとはアリスの友だちだったリエちゃんとマミちゃんとも、仲なか良よくやれているし。

　でも、わたしがとり憑つかれやすい体たい質しつだということは、三人には内ない緒しょだよ！

　不ぶ気き味みがられちゃうからね……。




　そんな三人のギャルにかこまれ、アリスは昨日きのうの出来事が放ほう課か後ごデートだといい切っていて、わたしはどう答えればいいのかわからない。

　東雲しののめくんに、帰りは家まで送ってもらったものの、彼かれは心ここにあらずの状じょう態たいだったし。

　バスケ部のことを考えていたんだと思う。たぶん。

　それって、放ほう課か後ごデートなの？

　わたしからすれば、放ほう課か後ごの〝カメリアを成じょう仏ぶつさせようツアー〟だったんだけれど。

　わたしの微び妙みょうな受け答えを、アリスたちは肯こう定ていと受け取ったらしく、さわぎ出す。

「じゃあ、もしかして今日もデート？」

　リエちゃんの質しつ問もんに、わたしは「えっ？」と聞き返す。

　そんな予定はない。

　カメリアを成じょう仏ぶつさせる予定なら入っているけれど。

　そういうわけで、わたしはアリスたちに聞いてみる。

「ねえ、青春ってなんだと思う？」

「唐とう突とつな質しつ問もんね」

　リエちゃんはそういったあとで、「なんだと思う」とアリスとマミちゃんに聞く。

「えー。わかんなーい。自分が青春だって思えば青春じゃなーい？」

　アリスの言葉に、リエちゃんとマミちゃんも「そりゃそうだ」とうなずきあう。

「今のアリスの言葉、哲てつ学がく的てきじゃなーい？　『青春だと思えばそれが青春！』名言じゃーん」

　うれしそうなアリスに、わたしもリエちゃんもマミちゃんも、そしてカメリアも「そうかなあ」【そうかなあ】とつぶやく。

　アリスは、わたしたちの反はん応のうの薄うすさにほおをふくらませつつも、ふと思いついたようにいった。

「あ、ねえねえ、今度さー、東雲しののめくんも一いっ緒しょにみんなでカラオケ行こうよー」

「突とつ然ぜん、話が変かわったね。うん、聞いてみるよ。ごんべ、じゃない東雲しののめくん、カラオケ好すきかどうか知らないから」

「じゃあ、ＯＫだったらみんなで行こー」
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　アリスのうれしそうな笑え顔がおを見ていると、カメリアの大きな声が頭の中に響ひびいた。

【カラオケ！　行きたい！】




　その日の放ほう課か後ご、わたしと東雲しののめくんは二人きりでカラオケボックスにいた。

　もちろんカメリアも一いっ緒しょだから、三人のようなものだけど。

【三人でカラオケに行けば成じょう仏ぶつする気がするの！】というカメリアの言葉を信しんじて、カラオケに来たのだ。

　三年もさまよった幽ゆう霊れいが、カラオケでさくっと成じょう仏ぶつするかなあ。

　でも、とりあえずやれるだけのことはやってみよう、とわたしと東雲しののめくんの意見は一いっ致ち。

　生きている東雲しののめくんとカラオケに来るのは、これが初はじめてだ。

　しかも、狭せまい部屋に二人きりって、妙みょうに緊きん張ちょうする。

　東雲しののめくんに憑つかれていた頃ころは、緊きん張ちょうするどころかどんどん歌ってたのになあ。

　でも結けっ局きょく、ケンカになったっけ……。

　タッチパネルを真しん剣けんに見つめる東雲しののめくんに視し線せんをむけた。

　幽ゆう霊れいを好すきになっちゃったと思っていたのに、こうして両想いになって、同じ中学に通えることになって、一いっ緒しょにカラオケに来ている。

　これって、なんだか奇き跡せきみたいだ。

　初はじめて東雲しののめくんの歌声を聞いたけど、やばいイケボ！　しかも歌もうまい！

　ああ、耳が幸せ～。




　わたしと東雲しののめくんが何曲か歌い終えた時。

【ねえ、ちょっと聞いて聞いて】

　カメリアの明るい声に、わたしたちはマイクを置おいた。

【実はさ、幽ゆう霊れいになってから、ヒトカラって何度か来たことがあってね】

　カメリアは、ちょっと声のトーンを落として続つづける。

【どこのお店にも一台はあるのよ……。幽ゆう霊れいの声を感知しちゃう機き械かいが……。この部屋の機き械かい、わたしの声にも反はん応のうするみたい】

「へえ。それはすごいねー」

【もっと怖こわがってよ！】

　わたしが感心していると、カメリアがそんなツッコミを入れてきた。

「幽ゆう霊れいにしょっちゅう憑つかれている天あま国くにが、その手の話を怖こわがると思ったのか？」

【それもそうか。あ、じゃあ東雲しののめくんは怖こわかった？　怖こわかった？】

「もうこんだけ見えてて怖こわいもなにもねーよ」

【つまーんなああああい】

　カメリアはそういうと、【発声練習よし！】と気合いを入れた。

【よしっ。じゃあ、今からカラオケバトルをはじめるよ！　わたしと玲れい香かと東雲しののめくんで！　先に百点を出した人が勝ちね】

「おっ。おもしろそうだな。乗った」

　東雲しののめくんはそういうと、うれしそうに笑わらう。

「え、わたしも？」

　わたしはできればあんまり参さん加かしたくないな。

　カラオケは好すきだけれど、別べつに歌がうまいわけでも、声がいいわけでもない。

【わたしね、唯ゆい一いつの息いき抜ぬきがカラオケでさ。こうして幽ゆう霊れいになっても歌えるなんてうれしいなあ】

　そういうだけあって、カメリアは高こう得とく点てんをバンバン出す。

　東雲しののめくんも高こう得とく点てんをバンバン出していた。

　でも、機き械かいの採さい点てんでは、百点はなかなか出ない。

　今のところ、カメリアの九十八点が最さい高こう得とく点てんだ。

【くううううう。おぬしやるなあ！　次は百を出す！】

　カメリアがそういうと、東雲しののめくんはニヤリと笑わらう。

「あんたもやるな。おれが先に百を出す！」

　ねえ、この人たちカラオケやってるんだよね？

　いつのまに勝負がメインになってるの？

　スポーツができる人の気持ちがわからない。

　止めてもむだっぽいので、わたしは口を挟はさまないことにした。




　だけど、わたしはこのあと二人を止めなかったことを、めちゃくちゃ後こう悔かいした。

　わたしはそうそうに離り脱だつし、カメリアにマイクをむけるだけの役に徹てっした。

　東雲しののめくんの歌声を聴きいていると、なんだか幸せな気持ちに……なったのは、最さい初しょだけ。

　せいぜい二時間くらいで終わるだろう、と気軽に考えていたけれど、二時間なんか余よ裕ゆうで過すぎ去った。

　だんだんうでが疲つかれてきたわたしは、お腹なかが空すいてきて、あれこれと注文。

　憑つかれている時はエネルギーをつかうのか、なぜか大食いになるので、大おお盛もりポテトや焼やきそば、から揚あげをどんどん完かん食しょくしていった。

　一方、二人は百点を出すまで！　と気合を入れまくっていたものの、東雲しののめくんも五十曲くらい歌ったところで声がかれて離り脱だつ。

　そんなことは気にせず、一人でも張はり切きって歌っていたカメリアだけれど。

　わたしがピザを食べようとした時にその歌声に勢いきおいがなくなってきた。

【ねえ、玲れい香か、なんかちょっと気持ち悪い】

「えっ？　なにどしたの？」

【さっきから大おお盛もりポテトとか、から揚あげとか、焼やきそばとか、特とく盛もりパフェとか、わたし幽ゆう霊れいなのに吐はきそう……】

「あー。わかる。五感共きょう有ゆうしてるから辛つらいよなー。おれもあったあった」

　東雲しののめくんがガラガラ声で笑わらう。

　わたしに憑ついた幽ゆう霊れいは、わたしと五感を共きょう有ゆうすることになる。
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　わたしの味み覚かくをとおして、カメリアも食べている気分になるのだろう。

「じゃあ、カメリア、歌うのやめるか？」

【まだまだ！】

　ぐったりしている東雲しののめくんに、カメリアは勢いきおいよくそういった。

　え？　これいつまで続つづくの？

　そして、とうとう……。

【やったー！　百ひゃく点てん満まん点てん！】

　よろこぶカメリアに返事をする気力さえない、わたしたち。

　よかった、これで帰れる……。

　そうつぶやいたのは、わたしなのか東雲しののめくんなのかさえわからない。

　だってもう五時間近くも歌いっぱなしだったのだから。

「あんた、両親に心配されないか？　大だい丈じょう夫ぶか？」

　ガラガラ声で東雲しののめくんが聞いてくる。

「大だい丈じょう夫ぶ。実は今け朝さから両親がまた海外出しゅっ張ちょうだから……」

「そうか。でもツナマヨのために早く帰ってやらないとな」

【あー、楽しかったあ！　やっぱり誰だれかと歌うのっていいな──】

　カメリアがそこで言葉を切る。

　それからだまりこんでしまった。

「え、なに、どうしたの？　疲つかれた？」

「幽ゆう霊れいだから疲つかれないだろ」

【ちがう。疲つかれてない。そうじゃない。生きていた頃ころの楽しかったカラオケのこと、思い出しただけ】

　そういいつつも、ずいぶんと寂さびしそうな口調。

「なんかその割わりには落ちこんでねえか？」

　東雲しののめくんがそういうってことは、カメリアは見た目にもあからさまに元気がなくなったんだ。

「それって本当に楽しかった思い出なの？」

【そう。楽しい思い出があるの。わたしの、唯ゆい一いつの楽しい思い出】

　わたしと東雲しののめくんは、顔を見合わせる。

　カメリアはしずかに続つづけた。

【家族でカラオケに来たことがあるの。わたし、小さい頃ころからほとんどフィギュアの練習ばっかりで家族旅行とかもしたことなくてね】

「それは大たい変へんだったね……」

【うん。家族でできるイベントといえば、カラオケでね。たまに家族みんなで行くことがあってさ】

「仲なかの良いい家族だな」

【まあね。その時は父も歌ったの。普ふ段だんは歌なんて歌わないんだけどね。カラオケだけは付つき合あってくれて。むかしの歌とかそこで覚おぼえたなあ】

　カメリアはなつかしそうにいうと、急にしずかになった。

　鼻をすする音が聞こえる。

　東雲しののめくんがだまってこちらを見ているってことは、カメリアは泣ないているのだろう。

　わたしはそっと聞いてみる。

「ねえ、あのさ、家族には会いに行ったんだよね？」

【えっ？　別べつに会いに行ってないけど……】

「会いに行ってないの!?　家族とは仲なかが良よかったんでしょ？」

【そうだけど……。会いに行かなくても別べつに……】

「家族でカラオケに来たことを話しただけで泣なくのに、家族に会いに行ってないとか……。本当は仲なか良よくなかったんじゃねえの？」

　東雲しののめくんが挑ちょう発はつ的てきな口調でそういった。

【ちがう！　会いたくないわけじゃないよ！】

「じゃあ、なんで会わないんだよ。三年もさまよってたら会いに行くだろフツー」

　東雲しののめくんはそういうと、鼻で笑わらう。

　相あい変かわらず人をあおるのがうまいよね……。

【三年あっても、会いに行けないものはいけないの！】

「なんで会いに行けないの？　家に近づけないとか？」

　わたしが聞くと、東雲しののめくんはあきれたようにいう。

「家に近づけないってなんだよ。お札ふだでもはってあんのかよ」

【似にたようなものだよ】

「えっ」とわたしと東雲しののめくんは顔を見合わせる。

【怖こわくて会いに行けないの】

　カメリアは、ぽつりぽつりと話し始めた。




　カメリアのお母さんは、彼かの女じょの練習に熱ねっ心しんだった。

　毎朝早く起きてお弁べん当とうを作ってくれて、そのままスケート場まで車で片かた道みち二時間かかる道を送ってくれたらしい。

　帰りは学校まで車で迎むかえにきてくれて、スケート場へ。

　土日はお父さんの運転で、もちろんお母さんも一いっ緒しょにスケート場へ行き、練習を見守ってくれていた。

　スケートの技ぎ術じゅつ向こう上じょうのためなら、とバレエも習い、コーチは有ゆう能のうな人をつけ、必ひつ要ような物はなんでも買ってくれた。

　大会で良よい結けっ果かを出せば、ブランド物のバッグだろうが、最さい新しん型がたのスマホだろうが、両親は欲ほしい物をプレゼントしてくれる。

　でも、それはカメリアがスケートをがんばっていて、良よい結けっ果かを出していたからであって。

　カメリアが練習をサボったり、成せい績せきが良よくなかったりすると、お母さんは強くしかってくることもあったらしい。

　彼かの女じょのお父さんは、そんなカメリアをなぐさめてくれたものの、やっぱりスケートでうまくいって、オリンピックに出ることを望のぞんでいたそうだ。

　だからカメリアは、いつも思っていたらしい。

〝自分自身〟が望のぞまれているのではなく、〝スケートができる自分〟が両親に望のぞまれているのだ、と。




【フィギュアスケートができなくなったら、父と母にとって、わたしはいらないんじゃないか、って……】

　カメリアはそういい終えると、小さく息を吐はいてこうつけくわえる。

【だから必ひっ死しで練習したの。わたしが両親から愛あいしてもらうためには、それしかなかった】

「でもさ、カメリアが死んじゃって、ご両親だって悲しんでるに決まってるよ！」

【死んだらオリンピックにも出られないから悲しんでるかもしれないね。でも、もしわたしが死ななくてケガだけで済すんでいたとしても、それでフィギュアができない体になっていたら、きっと父も母もわたしに興きょう味みがなくなっちゃうんだよ】

「決まりだな」

　突とつ然ぜん、東雲しののめくんが立ち上がった。

「え、なにが決まりなの？」

「カメリアが成じょう仏ぶつできないのは、両親に会ってないから。会ってちゃんと両親の本音を聞いてないからだ」

　東雲しののめくんはそういい終えると、「善ぜんは急げだ、明日の放ほう課か後ご会いに行く」とマイクを片かた付づけ始めた。

【もし、両親がわたしが死んだことを悲しんでいなかったら、成じょう仏ぶつできないよ？】

　カメリアが小さな声でいうと、東雲しののめくんは顔を上げてニッと笑わらう。

「そしたら、成じょう仏ぶつする方ほう法ほうをまた考えてやるよ！　心配すんな！」

　その言葉に、胸むねがときめいた。

　なんだかわたしが成じょう仏ぶつしてしまいそうだ。

　東雲しののめくんは急に照てれくさくなったらしく、こほんとわざとらしく咳せきばらいをしてから続つづける。
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「あ、まあ、どうせ憑つかれてんのは天あま国くにだからな。おれじゃねーし。だからどんどん迷めい惑わくかけてやれよ」

「……他人ひと事ごとだと思って」

　わたしはそういいながらも、ほおがゆるんでいくのを感じていた。

　なんだかんだいいつつも、やっぱり優やさしいなあ。




【ねえねえ、やっぱまた今度にしない？】

　家に行く途と中ちゅうで、カメリアが弱気な発言をしてくる。

「つーか、もうカメリアの家のすぐそばだ。ほら、そこの角を曲がればつくんだろ？」

　東雲しののめくんがスマホで地図を確かく認にんしながら聞いた。

【えーっとね、今日はねー、もしかしたら、そのー、両親は忙いそがしくていないかも】

「絶ぜっ対たいにうそだな。おれはカメリアの表ひょう情じょうまで見えてんだよ。目が泳いでる」

【バレたか……】

　カメリアがくやしそうにつぶやいた。

　姿すがたが見えるって便べん利りだなあ。

「じゃあ行こうよ」

【うーん。でもさあ、もしさあ、別べつにわたしが死んだことを気にしてなかったら──】

「あー、もう面めん倒どうくせえ！」

　東雲しののめくんはそういうと、わたしの手をつかんだ。

　強く引っ張ぱるその手が、なんだかとても大きく感じる。

　この時間がずっと続つづいてほしいって思ってしまう。

　わたし、変へんなのかな……。




　カメリアの家は、レンガ造づくり風のおしゃれで新しめの家だった。

　突とつ然ぜんの訪ほう問もんにもかかわらず、カメリアのお母さんはこころよく家に上げてくれた。

「椿つばきの後こう輩はいの子が来てくれるなんてうれしいわ」といいながら。

　カメリアのお母さんはニコニコしていて、悲しそうな雰ふん囲い気きがないように見えた。

【お母さん、思ったよりも元気そうだな……】

　カメリアがポツリとつぶやいた。

　仏ぶつ壇だんにお線せん香こうをあげ終えると、カメリアのお母さんはお茶をいれに席せきをはずした。

【ほら、わたしが死んだことなんか、ぜんぜん悲しんでないよ……】

「まあ、三年もたってるから元気になったんじゃね？」

「ちょ、ごんべえ！」

「ごんべえって呼よぶな！　つーか、冗じょう談だんだ」

「冗じょう談だんをいっていい時と、悪い時があるの！」

「なんか湿しめっぽいから、その場の空気を和なごませようと思っただけだ！」

「全ぜん然ぜん、和なごんでないから！」

　すると、【ふっ】と息がもれる声が聞こえてくる。

　まさか……泣なかせた？

　東雲しののめくん、やっぱ空気クラッシャーだわ。

　そう思っていたら、カメリアが笑わらい出した。

【アハハハハ！　やっぱ何回聞いても、ごんべえって名づけは変へんだよ！　だっさ！】

　カメリアはそういうと、【あー、もうおかしい】と笑わらい続つづけている。

「腹はら抱かかえて笑わらってるぞ」

「そう……。泣ないてるわけじゃなくて良よかった」

【あー、笑わらったら悲しみの感かん情じょうどっかいっちゃった！　お母さんが悲しんでなかったら、成じょう仏ぶつの方ほう法ほうを探さがすの、ちゃんと手て伝つだってね】

「はいはい」

　わたしがそういったところで、カメリアのお母さんが紅こう茶ちゃを運んできた。

【おっ、これはお高い紅こう茶ちゃの香かおり】

　わたしが紅こう茶ちゃを一口飲んだ途と端たん。

【おいしいー……。あれ、これ】

　カメリアが数秒だけだまりこんで、こう続つづけた。

【これ、わたしが好すきだったブランドの紅こう茶ちゃだ……】

　カメリアは、それきりしずかになってしまった。




　カメリアのお母さんは、生前は娘むすめがいかに元気でスケートが上手うまかったのか、を話して聞かせてくれた。

　わたしと東雲しののめくんがあまりにも真しん剣けんに聞いているので、お母さんは気を良よくしたのか。

　カメリアの部屋を見せてくれるといい出した。

【え、なんでわたしの部屋】と、驚おどろくカメリアの声は聞こえるはずもなく。

　カメリアのお母さんによって、二階の彼かの女じょの部屋に案あん内ないされた。

　八畳じょうくらいの洋室には、勉べん強きょう机づくえ、ベッドや本ほん棚だなだけではなく、テレビ、パソコン、ゲーム機き、たくさんのぬいぐるみなどがあり、豪ごう華かな部屋だ。

【わたしが死ぬ前のまま残のこしてくれてたんだ】

「すごいですね。こんな部屋、あこがれちゃう」

　わたしは思わず本音がもれてしまう。

　すると、それまで上じょう機き嫌げんだったカメリアのお母さんの顔が突とつ然ぜん、曇くもった。

「でもね、この部屋で椿つばきはほとんど寝ねるだけだったの」

「えっ？　どういうことですか？」

　わたしがそう聞くと、カメリアのお母さんは棚たなにずらりと並ならんだトロフィーをながめながら答える。

「練習ばかりだったから。部屋でゆっくりする、なんてことがなかったのよ」

「でも、そのおかげでフィギュアスケートのほうは上じょう達たつしたんですよね。おれも知ってますよ。氷上のカメリアは期待の新人でしたし」

「そうね……。わたしも、あの子はいずれオリンピックで金メダルをとると信しんじて疑うたがわなかった」

　カメリアのお母さんはこぶしをぐっと握にぎって続つづける。

「でも、そんなこと、どうでもよかったの」

「えっ？」

　わたしと東雲しののめくんは同時にそう聞く。

　カメリアのお母さんは、力なくいう。

「元気に過すごしてくれれば、ただそれだけで良よかった……」

【お母さん】

「オリンピックとかメダルとか、フィギュアスケートが上じょう達たつとか、そんなことよりも、ただ、元気でいてほしかった」

　そういったカメリアのお母さんの声が、震ふるえていた。

【お母さん……わたしも元気でいたかったよ……】

「あの子をなくしてから、それに気づいたの。母親失しっ格かくね……」

　カメリアのお母さんがそういって涙なみだをふいた瞬しゅん間かん。







[image: ]







　ふっと体が軽くなった。

　目の前には花はな柄がらのワンピースを着たポニーテールがよく似に合あう女の子が立っている。

「お母さん、ごめんね」

　その声に、カメリアのお母さんが顔を上げた。

「椿つばき!?　あなたどうしてここに!?」

「ごめんね、お母さん。突とつ然ぜん、死んじゃってごめんね」

　カメリアのお母さんはひどく驚おどろいた顔をしてから、首を横に振ふる。

「ちがうの。あなたが悪いんじゃない。悪いのはお母さんのほうよ。ごめんね、練習ばっかりで」

「いいの。お母さんが喜よろこんでくれる顔が見たかったし、練習も結けっ構こう好すきだったから」

「お母さん、あなたが死んでしまってから、あなたのことばかり考えているの。どうしてもっと普ふ通つうの子みたいな生活をさせてあげなかったんだろう、椿つばきはきっと大たい変へんなだけの人生だったんじゃないかって……」

「お母さん」

　カメリアは笑え顔がおでいう。

「わたしね、幸せだったよ。スケートも好すきだから続つづけられたんだよ」

「お母さんも、幸せだったわ。あなたを心から愛あいしている」

「わたしも、お母さんのこと愛あいしてるよ」

　カメリアは、部屋のドアのほうを見て、目を細める。

「お父さんのことも、もちろん、愛あいしてるから」

　見れば、カメリアの部屋のドアの前に呆ぼう然ぜんとした顔の男だん性せいが立っていた。

　男だん性せいは持っていたカバンをどさり、と床ゆかに落とし、「椿つばき……」と震ふるえる声でつぶやく。
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　すると、カメリアがまぶしい光に包つつまれる。

「そろそろみたいだね。玲れい香か、東雲しののめくん、ありがとね」

「よかったね」

　わたしに続つづいて、東雲しののめくんはだまってうなずく。

「お父さんもお母さんも、長生きしてね」

「椿つばき、最さい後ごに会いに来てくれてありがとう」

　カメリアのお母さんの言葉に、彼かの女じょはにっこり笑わらった。

　そして、強い光に包つつまれたカメリアの体は、魔ま法ほうのように消えた。

　こうしてカメリアは、無ぶ事じに天てん国ごくへいった。







[image: ]




　次の日、わたしは心も体も軽い。

　カメリアを無ぶ事じに成じょう仏ぶつさせたから、というのもあるけれど。

　昨さく夜や、カメリアの家からの帰りに、「腹はら減へったー」という東雲しののめくんとファミレスに寄よることになった。

　それから家まで送ってくれて、「またな」といわれて別わかれた。

　すごく付つき合あってるっぽい感じがして、胸むねがキュンとしたんだよね。

　ひょっとして今日のお昼休みには、一いっ緒しょにお弁べん当とうを食べて（本当の意味で二人きりだし！）、下校も一いっ緒しょかも。（やっぱりこれも二人きり！）

　そんな幸せな妄もう想そうを繰くり広ひろげていると、「おっはよー」とアリスが声をかけてきた。

「あ、おはよう」

　わたしが顔を上げると、アリスはこちらをじっと見てから口を開く。

「もしかしてー、今日も玲れい香か、デートするのー？」

「はぇ!?」

　驚おどろきすぎて変へんな声が出てしまった。

　二人きりで帰るのって、デートっていうの？

「えっと……。うーん。一いっ緒しょに帰るとは、思う」

　わたしの言葉にアリスは満まん足ぞくそうに笑わらう。

「それもデートじゃん！　名めい探たん偵ていアリスって呼よんで！」

「東雲しののめくんと一いっ緒しょに帰ること、なんでわかったの？」

「それはねー……」

　アリスはそういったきり、考えこんでしまう。

「あっ。アリス、玲れい香かおっはよ」

　ちょうどその時、教室に入ってきたリエちゃんがわたしたちに、にっこりと微笑ほほえんだ。

「おはよう」とわたしが挨あい拶さつを返すと、リエちゃんが鼻を少し動かして聞いてくる。

「玲れい香か、ヘアミストつけたんだ」

「あっ。うん、そうなの」

　やっぱり東雲しののめくんもおしゃれしてる女の子が好すきかなーと思って、という言葉は照てれくさくていえない。

「わたしも使ってるヘアミストだからわかるよ」

　するとアリスが大きな声で口を挟はさむ。

「あっ、それだー！」

　わたしとリエちゃんは同時に、アリスを見た。

　彼かの女じょはにやりと笑わらって続つづける。

「玲れい香かが今日はデートだってわかった理由！　いつもと違ちがうにおいがしたからだー！」

「えっ？　今日デートなの？」

　リエちゃんの言葉に「あー、デートというか、その」と口ごもっていると、リエちゃんはパチンと指を鳴らした。

　すると、どこからともなくマミちゃんがあらわれた。

「リエ、なに？　呼よんだ？」

「マミ、いつもの持ってる？」

「持ってるよ」

「よし、マミはいつも用意周しゅう到とうだね」

　リエちゃんとマミちゃんの話が見えず、アリスに事じ情じょうを聞こうとすると、「あー、やだ、枝えだ毛げあるじゃーん」と自分の髪かみをつまんでショックを受けている。

　でも、こういう雰ふん囲い気きいいなあ。

　今までぼっちだったから知らなかったけど、友だちがいるって、こんなににぎやかなんだ……。

　わたしがうれしさを嚙かみしめていると、リエちゃんとマミちゃんに突とつ然ぜん、両りょう脇わきを抱かかえられた。

「はい、連れん行こう」

　二人がそんな物ぶっ騒そうな言葉を放つ。

「え、連れん行こう？　わたし、なにかしました？」

　わたしがそう聞いても、リエちゃんもマミちゃんもだまってわたしを引っ張ぱっていくだけ。

　アリスに助けを求もとめようとしたら、「あ、ここにも枝えだ毛げ！」と、発見するのに夢む中ちゅうで、わたしのことなど眼がん中ちゅうにないようだ。

　わたしが二人に引きずられて教室を出て、たどりついた先は……。




　女子トイレだった。

　きっとわたしは調子に乗っていたんだ。

　友だちができて、東雲しののめくんとも両想いになれて、こんな地味な自分がリア充じゅう生活にうかれ過すぎたのかもしれない。

　そのことで、リエちゃんとマミちゃんにお灸きゅうをすえられるのかも。




　……なんてことはなく。

　リエちゃんとマミちゃんに女子トイレに連つれていかれたわたしは、劇げき的てきビフォーアフターをとげていた。

　鏡かがみの中に映うつる自分は、いつもの自分ではない。

　前まえ髪がみはちょっと大人っぽく横に流し、髪かみの毛はコテで巻まいてもらって、整えられた眉まゆ毛げに、まつ毛には少しだけマスカラを塗ぬってもらった。

　ほんのりピンク色のリップクリームが、ぷるぷると唇くちびるを輝かがやかせている。

　すごい！　この雰ふん囲い気きならアリスたちのグループにいても、『ちょっと地味なギャル』で通るかも。

「ふう。素そ材ざいそのものを活いかしつつ、ちょっとおしゃれ、でも気合いが入り過すぎてないスタイルの完かん成せい！」

　マミちゃんが額ひたいの汗あせをぬぐうようなしぐさをする。

　それはもう、魔ま法ほうのような手さばきだった。

　くまの顔のポーチからいろいろなアイテムを取り出して、テキパキとわたしの髪かみの毛を整え、メイクをしていったのだ。

「相あい変かわらずマミは、髪かみの毛のセットもメイクもうまいよねー」

　リエちゃんもうれしそうにわたしを見ている。

「伊だ達てにアリスのメイクを直してるわけじゃないから」

　ふふんと得とく意い気げなマミちゃんに、わたしは驚おどろいた。

「え、アリスのメイクってマミちゃんが直してるの？」

「そう。もちろんアリスは朝ちゃんとメイクしてくるよ。でも、暑い日とか体育のあとだと、崩くずれちゃうからね」
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「それでマミの出番ってわけ。まあ、でも、アリスにメイクを教えたのもマミだしねえ」

　リエちゃんの言葉に、マミちゃんが苦にが笑わらいをしながらいう。

「だって、あの時のメイクはちょっと……見ていられなかったから。つい直したくなっちゃって」

「え、見ていられないほどのメイクをアリスが!?」

　わたしがそう聞くと、マミちゃんが笑わらいながらいう。

「そう、そうなんだよー！　アリス、小五の時にさ」

「うんうん」

「あっ！　ちょっ、マミ!!」

　慌あわてたようなリエちゃんの言葉に、わたしとマミちゃんは会話を一いっ旦たん中止した。

　後ろからなにか強い圧あつを感じる。

　鏡かがみには仁に王おう立だちのアリスの姿すがたが映うつっていた。

「あっ、アリス！　いつの間に!?」

　わたしとマミちゃんは同時に振ふりむく。

　アリスはにこーっと笑わらって口を開いた。

「なんの話ー？　ねえ、なんの話ー？」

　そういったアリスの目は、全ぜん然ぜん笑わらっていない。

「えっ、いや、その」

　だまりこむわたしたちに、アリスの質しつ問もん攻ぜめは続つづく。

「ねーねー、なーんの話ー？　アリスも聞きたいなー！」

「ごめんなさい」

　思わずわたしはあやまってしまう。

「玲れい香か、弱っ！　別べつにまだマミからなにも聞いてないんだから、あやまらなくても……」

　リエちゃんの言葉に、アリスがうで組みをしてうなずく。

「別べつにアリス怒おこってないしー。三人でなんか楽しそうなことしてるのに、アリスだけ仲なか間まはずれなんだもーん」

「だってアリス、鏡かがみの中の自分に見とれてたじゃない」

　リエちゃんの言葉に、アリスはいい返す。

「ちがうのー！　枝えだ毛げみつけたのー！」

「玲れい香かがデートだっていうから、マミの力を借かりたのよ」

　リエちゃんがいうと、マミちゃんは「そうそう」と同意。

「たしかに玲れい香かってば、かわいいのにあんまりおしゃれしてないもんねー。デートならマミの力を借かりたほうが……」

　アリスがそこで言葉を切って、なにやら考えこんだ。

「そうかー。マミのメイクで変へん装そうしてもいいかも」とブツブツつぶやくアリスに、わたしは聞いてみる。

「どうしたの？」

「ねえねえ、あのさー。みんなチャラ男ってどう思うー？」

　アリスの唐とう突とつな質しつ問もんに、わたしたちは顔を見合わせる。

「どうって……チャラ男にもいろいろとあるけど」

　リエちゃんの言葉に、アリスは少しだけ考えこんでからいう。

「たとえば、女子と見れば口く説どいて最さい終しゅう的てきに泣なかせる、とかー」

「死し刑けい」とマミちゃん。

「しかもねー、彼かの女じょがいるー！」

　アリスの言葉に、リエちゃんが怒おこったようにいう。

「そんな男は、地じ獄ごくに落ちたほうがいい」

　わたしもマミちゃんも、うんうんとうなずく。

「まさかアリス、変へんな男に引っかかってないよね!?」

　リエちゃんの心配そうな言葉に、「アリスは大だい丈じょう夫ぶだからー」と笑わらう。

　それからアリスはわたしを見て口を開く。

「玲れい香かも気をつけてねー！　男の子は複ふく数すうの女を同時に愛あいせるらしいよー」

　東雲しののめくんに限かぎってそんなことはない。たぶん。




「おれ、今日からバスケ部に仮かり入にゅう部ぶしようと思うんだ」

　お昼休みの休きゅう憩けいスペースに、東雲しののめくんの明るい声が響ひびく。

　ここには、自じ動どう販はん売ばい機きとベンチがあるのだけれど、廊ろう下かのすみで一日中薄うす暗ぐらいし、じめじめしているから、生せい徒とがほとんど近づかない。

　そんな穴あな場ばの休きゅう憩けいスペースは、今日もしずかで居い心ごこ地ちがいい。

　それに、なんといってもわたしと東雲しののめくんの文字通り、二人きりだし。

　そう考えると、緊きん張ちょうしてくる……！

「バスケ部に仮かり入にゅう部ぶ？　今日から？」

「そう。今け朝さ、高たか井い戸どに誘さそわれてさ、やってみることにした。まあ、気になってたしな」

「ああ、この前、体育館で会った背せの高い男子ね」

　わたしはそういって、ドキドキをおさえるべくイチゴミルクを飲む。

「あんたは何部に入るんだ？」

「わたしは帰き宅たく部ぶの活動で忙いそがしいから」

「帰き宅たく部ぶの活動ってなんだよ……」

　そこでふと気づく。

　あれ？　今日、東雲しののめくんがバスケ部に仮かり入にゅう部ぶするということは……。

　一いっ緒しょに帰れない？

　それとも部活が終わるまで待っていてほしい、ってこと？

「ねえ、バスケ部の練習って、いつ頃ごろ終わるの？」

「え？　さあ……」

「スマホさえあれば、暇ひまつぶしはいくらでもできるんだけど」

　わたしがそういうと、東雲しののめくんはやけに大きなおにぎりにかぶりつこうとしてやめた。

　それから驚おどろいたように聞いてくる。

「えっ？　練習終わるまで待つつもり？」

「そういうことじゃないの？」

「ちっげーよ！　帰れよ！」

「なにそれ！　ひどくない!?」

「ひどくねーよ！　むしろ、いつ終わるんだかわからねー練習の終わりを待たせるほうがひどいだろ」

「それも、そうか……」

「つーか、神かん田だ川がわたちと帰ればいいだろ。せっかく友だちできたんだから、ちゃんと付つき合あいをしろよ」

　東雲しののめくんはそういうと、おにぎりを食べ始める。

「それはもちろん。でも、ほら」

　一いっ緒しょに帰りたいし、と小声でいってみた。

「バスケ部に本ほん格かく的てきに入部したら、朝練もあるだろーし、忙いそがしくなるぞー」

「そっか……。がんばってね」

　そうはいったものの、かなりショックだった。

　バスケ部は毎日練習があるから、今日だけじゃない、明日も明後日あさっても一いっ緒しょに帰れない。

　こうして二人きりで、お昼を食べてくれるだけでもうれしいけれど。

　それにしたって、東雲しののめくんってわたしに塩しお対たい応おうな気がするんだよね……。

　メッセージもよく既き読どくスルーされるし。

　そういえば、マミちゃんに髪かみの毛もきれいにしてもらって、少しだけメイクもしたのに、なにもいってくれないし。

　思わずはあ、と大きなため息をついてしまった。

「なに？　具合でも悪いのか？」

「ううん。別べつにそういうわけじゃないけど」

「ふーん……」

　東雲しののめくんは、そういってわたしをじっと見てきた。

　まっすぐに目を見つめられて、心しん拍ぱく数すうが上がっていく。

　うう、東雲しののめくんの目すっごいきれい。

　わたしは思わずふい、と視し線せんをそらしてしまう。

　日に日に東雲しののめくんが輝かがやいていくような気がする。

「なんかさー、今日のあんた、いつもと違ちがうな」

　東雲しののめくんがそういって首をかしげる。

　はっ！　気づいてくれた！　うれしい！

「え、違ちがうってどこが？」

　わたしはワクワクしながら聞いてみる。

　かわいい、とか、きれい、とかいってほしいな！

　まあ、東雲しののめくんはそんなこといわないかー。

　でも、ちょっとぐらいほめてくれないかなあ。

　そんなふうに期待をしてしまうほどに、マミちゃんのうではいいのだ。

　東雲しののめくんは首をかしげたまま、わたしを見つめてからこういう。

「全ぜん体たい的てきにいつもより派は手で」

「えっ？　派は手で？　それは、その、いい意味で？」

「悪い意味で」

　どストレート！

　心の中のもう一人のわたしがいま、ハートをぐさりと刺さされて死んだ。

　ダイイングメッセージには、ごんべえ、と書いている。

　ってゆーか、東雲しののめくんがほめてくれる、と思ったわたしがバカだった。

　荒すさんだ心でタコさんウィンナーにフォークを突つき刺さした瞬しゅん間かん。

　東雲しののめくんが、から揚あげをつまみながらいう。

「いつものあんたのほうが、おれはいいと思う」

　その言葉に、わたしは思わずタコさんウィンナーをポロリと落とす。

　えっ、なにその最さい高こうのほめ言葉！

　東雲しののめくん好すきだぁぁぁぁぁ！

　心の中の死んでいたもう一人のわたしが、息を吹ふき返かえす。

「なーにニヤニヤしてんだよー」

　東雲しののめくんがわたしを見て、イタズラっぽい笑え顔がおを見せる。

　その笑え顔がおも好すきでした───！！！

　こうして、心の中のわたしは盛せい大だいに鼻血を噴ふき出し、大たい量りょう出血で無ぶ事じに二度目の死を遂とげたのだった。
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「えっ!?　東雲しののめくん、バスケ部に仮かり入にゅう部ぶしたんだー」

　マスカラでバチバチの大きな瞳ひとみを見開いて、アリスが驚おどろいたようにいったのは、放ほう課か後ごのこと。

　教室からはクラスメイトがどんどん出て行き、「バイバーイ」の声が遠くで交わされている。

「うん、そーなんだ」

　わたしはといえば、昼休みの東雲しののめくんの「いつものあんたのほうが、おれはいいと思う」発言の余よ韻いんでまだニヤニヤしていた。

　アリスは眉み間けんにシワを寄よせて、それから聞いてくる。

「それじゃあ、玲れい香かは東雲しののめくんと一いっ緒しょに帰れないのに、なんでそんなにニコニコしてんのー？　大だい丈じょう夫ぶー？」

「大だい丈じょう夫ぶ。胸むねはいっぱい、幸せいっぱいだから」

「結けっ局きょく、のろけじゃーん。いいなあー」

　アリスはそういって笑わらいながら、わたしをひじでつんつん小こ突づいてくる。

「えへへ。そうかなあ」

　すると、アリスは突とつ然ぜん、動きを止めてあごに手を当てた。

「東雲しののめくんは、信しん用ようできる人なのかもー」

「なんの話？」

「さっきトイレで話したチャラ男のことなんだけどさー」

　アリスがそういいかけた時だった。

「あっ。ごめんごめんー。先生に呼よび出されてさあ」

　リエちゃんとマミちゃんが戻もどってきて、二人して顔の前で両手を合わせる。

「いいよー。生せい活かつ指し導どうの鬼おに瓦がわら、アリスも何度か捕つかまったもん。面めん倒どうだよねー」

「ねえ、今日はわたしも一いっ緒しょに帰っていいかな？」

　わたしが遠えん慮りょがちに聞いてみると、「当たり前じゃーん」と三人は答えた。

　こうして一いっ緒しょに帰ってくれる友だちがいるっていいな……。

　東雲しののめくんがバスケ部仮かり入にゅう部ぶで忙いそがしくなる、という事じ情じょうを話すと、「よし、コンビニ寄よって帰ろー」とリエちゃんがいい出し、四人で下校した。





今日は高たか井い戸どたちと昼ひる飯めし食うから。




あんたも友だちは大事にしろよ。






　次の日のお昼休み、こんなメッセージが届とどいた。

　今日は特とくに東雲しののめくんと一いっ緒しょに食べよう、という約やく束そくもしていなかったから、最さい初しょからアリスたちと食べる予定だったよ。

　だけど、こうやって連れん絡らくをくれたのがうれしい。

　一いっ緒しょに帰れなくなるんだから、たまにはお昼をふたりで食べられるといいなあ。

　そんなことをあれこれと考えつつ、アリスたちが集まる席せきのほうへ。

「イチゴミルク買ってくるね。ついでになにか買ってきてほしいものある？」と、飲み物がないことに気づいたわたしは、みんなに聞いてみた。

「特とくにないよ」「ないなあ」とリエちゃんとマミちゃん。

　すると、アリスがぴょんと立ち上がった。

「アリス、一いっ緒しょに行くー」

「え、あ、そう？　ついでにアリスの分もなにか買ってくるよ？」

「いいよー。ちょっと歩きたい気分だしー」

　そういうと足取り軽く教室を出ていった。




　二人で廊ろう下かを歩いていると、アリスが聞いてきた。

「今日は、東雲しののめくんはどーしたのー？」

「え？　ああ、クラスの友だちと食べるって」

「ふーん。でも、玲れい香かたち、付つき合あい始めたばっかりでしょー？　もっと一いっ緒しょにいたいって思わないのー？」

　わたしを責せめているというよりは、素そ朴ぼくな疑ぎ問もんを口にしている、という雰ふん囲い気き。

「でも、わたしはアリスたちともお昼を食べたいし、それに東雲しののめくんも友だちと交流を深めたいみたいだから、それでいいんじゃないかな」

「東雲しののめくんが交流を深めたいのって、本当に友だちー？」

「怖こわいこといわないでよ……」

　わたしの言葉に、アリスが立ち止まる。

　うで組みをして目を閉とじた。

　それから突とつ然ぜん目を開けると、なにかを思いついたかのように両手をポンと叩たたいていった。

「ちょっと偵てい察さつしよー」

「え、なにを？」

「東雲しののめくん」

　それだけいうと、一年二組の教室へ走っていった。




　こっそり二人で教室をのぞいてみると、東雲しののめくんは二人の男子と楽しそうにお昼を食べていた。

　背せが高いのが高たか井い戸どくんだろう。目立つなあ。

　それにしてもよかった。本当に男友だちとお昼だったんだ。

　別べつに疑うたがっていたわけじゃないけれど……。

　でも、ほら、東雲しののめくんって、だまっていればイケメンだし、モテそうだから心配なんだよね。

「東雲しののめくんの友だち、背せ高っ！」

　アリスが驚おどろいてつぶやき、「行こうか」とわたしがいったその時。

「東雲しののめくーん！」

　教室のどこからか、女子が東雲しののめくんを呼よぶ声が聞こえた。

　わたしとアリスは、慌あわててまた二組の教室をのぞく。

　すると、結けっ構こうかわいい女子が、まっすぐに東雲しののめくんのほうへ駆かけ寄よっていくのが見えた。

　それから女子は、スマホを取り出しながら妙みょうに甘あまえた声でいう。

「ねーねー、あのさぁ、連れん絡らく先さき、教えてくれない？」

「なっ！」

　そういってその女子をにらみつけたのは、アリスだった。

「は!?　おれの？」と驚おどろく東雲しののめくん。

「そう。教えてほしいなー♡」

　女子はそういって、上目使いでアピールしている。

「あいつ、下心みえみえじゃん！　アリス、あの子、殴なぐってきたげるねー」

　無む表ひょう情じょうだけど声のトーンは明らかに怒おこっているアリスが、教室に入っていこうとする。

「ちょっと落ちついて！　殴なぐるのはマズイ！」

「冗じょう談だんだってばー。ちょっと校こう舎しゃ裏うら呼よび出して脅おどすだけだからー」

「いやいや！　それもダメだってばー」

　わたしはそういって、アリスを必ひっ死しで止める。

　暴ぼう力りょくはもちろんダメだし、こんなところを東雲しののめくんに見られたら、「教室まできて、重いな」とかいわれそう！　それだけはいやだ！

　すると、「ねえねえ」と高たか井い戸どくんが、女子に話しかける声が聞こえてきた。

「東雲しののめくんと仲なか良よくなりたいの～？　もう東雲しののめくんには彼かの女じょがいるんだけどな～」

　おっとりした口調だけれど、妙みょうに圧あつがある。

　それにしても、「彼かの女じょ」かあ。

　なんて、すてきな響ひびき……！　高たか井い戸どくん、ありがとう！

「あっ、そうなんだ。じゃ、じゃあいいや」

　女子はそういうと、高たか井い戸どくんの圧あつに押おされたのか、東雲しののめくんに「今度ゆっくり話そ♡」と微笑ほほえんでから自分の席せきに戻もどっていった。

「高たか井い戸ど、どうした？　なんかちょっと怒おこってる？」と東雲しののめくん。

　東雲しののめくんは、殴なぐりこみをしようとしていたアリスにも、それを止めるのに必ひっ死しなわたしにも気づいていないようだ。

「ん～？　なんでもないよ～。それより、あっちから殺さっ気きを感じるな～」

　そういうと、高たか井い戸どくんはちらりと目だけでわたしたちのほうを見た。

　バレてた！

　わたしが逃にげようとすると、アリスは仁に王おう立だちで、高たか井い戸どくんを手て招まねきする。

「呼よんだ～？」

　高たか井い戸どくんが、アリスの前にひょっこりと顔を出した。

「殺さっ気きってどういう意味よー！」

　アリスは完かん全ぜんにケンカ腰ごしだった。

「え～。そのままの意味だよ～」

「はあ!?　なにそれ！　ケンカなら受けて立つけどー!?」

「君って、おもしろいんだね～。名前はなんていうの～？　今度ゆっくり話したいな～」

　高たか井い戸どくんはそういって、ニコニコしている。

　嫌いや味みをいってるわけじゃなく、ほんとうにアリスをおもしろい子だと思っているようだ。

　アリスはまるで空気が抜ぬけたように、ため息をつく。
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「もういいっ！」




「はー、もう男って！」

　自じ動どう販はん売ばい機きの前で、アリスがぶつぶついいながら、イチゴミルクのボタンを押おす。

「わたしたちのことで怒おこってくれて、ありがとう」

　わたしがそういうと、アリスは一いっ瞬しゅん、しずかになる。

　それからこちらを振ふりむいて口を開いた。

「ちがうの……。ってゆーか、確たしかに東雲しののめくんにちょっかいだすような女子は、玲れい香かのためにバンバン邪じゃ魔ましたいのは本音だよー」

　アリスは「でもね、今はそれだけじゃないんだー」とつけくわえる。

「なにかあったの？」

「アリスね、お姉ちゃんがいるの。高校三年生なんだけどねー」

「へー。お姉さんいるんだ」

　わたしはそういって、アリスみたいなギャルのお姉さんを想そう像ぞうしてみる。

「お姉ちゃんの影えい響きょうで、アリスもギャルになったのー」

　ああ、やっぱりアリスみたいなお姉ちゃんなのか。すごい姉妹だなあ。

「アリス、お姉ちゃんのこと大だい好すきなの。でもね、最さい近きん、ちょっと心配なことがあってさー」

「心配なこと？」

「そう。最さい近きんね、お姉ちゃんに彼かれ氏しができたんだー。それはいいの。お姉ちゃん幸せそうだし。でもね、その彼かれ氏しってのがさー」

　アリスはそこまでいうと、大きな大きなため息をついた。

「どうしたの？」

「調べれば調べるほど、チャラ男ってゆーか、クズ男なのー」

　持っているイチゴミルクのパックを握にぎりつぶしそうな勢いきおいで続つづける。

「アリスが可か能のうな限かぎり調べた範はん囲いだけなんだけどー。でも、お姉ちゃんはその男のこと信しんじてるみたいでー」

「そうなんだ……。どの辺へんがクズ男なの？」

　わたしの質しつ問もんに、アリスが口を開こうとした瞬しゅん間かん。

「おいっ！　神かん田だ川がわ！」

　その声に顔を上げると、生せい活かつ指し導どうの鬼おに瓦がわら先生が立っていた。

「なーんだその化け粧しょうは！　あと、髪かみの毛け！」

「えー。アリス、化け粧しょうしてないでーす。これがすっぴーん。あと髪かみの毛けは地毛でーす」

　そう答えるアリスは実に堂どう々どうとしている。

　ぜんぶ噓うそだけど。

「そんなわけがあるか！　髪かみの毛け、染そめてる色だろ！　黒に染そめてこい！」

「えー。金きん髪ぱつに染そめちゃダメで、黒なら染そめてもいいのー？」

　アリスの言葉に、鬼おに瓦がわら先生はにやりと笑わらう。

「ほう、金きん髪ぱつに染そめている、と認みとめたな」

「あっ！　それは、そのー、言葉のあやってやつでー！」

「とりあえず生せい活かつ指し導どう室しつで話を聞こうか」

　鬼おに瓦がわら先生が一歩こちらに踏ふみ出した瞬しゅん間かん、アリスが突とつ然ぜんわたしのうでをつかんだ。

「玲れい香か、行くよ！」

　それから一いち目もく散さんに走りだす。

「あ、神かん田だ川がわ！　逃にげるなー！　あと廊ろう下かを走るなー！」

　先生の声がどんどん遠ざかっていく。

　やけに足の速いアリスに必ひっ死しについていったわたしは、なんだかアリスと同じ立場になれた気がしてうれしかった。

「玲れい香か、大だい丈じょう夫ぶー!?」

　教室の前で盛せい大だいに転び、アリスに心配されるまでは……。




　無ぶ事じに教室に戻もどると、わたしとアリスはその場にしゃがみこんだ。

　廊ろう下かをそっとのぞいたアリスがいう。

「よしよし、追ってきてないねー」

「もしかして、アリスの足が速いのって……」

「いつの間にか速くなってたのー」

　アリスはうれしそうに答えた。

　いつも生せい活かつ指し導どうの先生から逃にげてるから、鍛きたえられたのでは……。

　そんなことをいえるはずもなく、とりあえずイチゴミルクでも飲もう、と思ったところで気づく。

「あっ！　わたし、飲み物買うの忘わすれた！」

　すると、アリスが自分のイチゴミルクを差さし出だした。

「巻まきこんじゃったお詫わびー」

「え、でも」

「アリス、あとでミルクティー買ってくるから大だい丈じょう夫ぶー」

「でも……」

「いいよ、いいよー。友ゆう情じょうのあ・か・し！　その代わりツナマヨちゃんの動画見せてー」

「うん！」

　わたしはそういうと、スマホの中にあるツナマヨのとっておき動画をアリスに見せた。

　我わが家やには、ツナという茶トラのオス猫ねこと、マヨというパッと見だと黒くろ猫ねこに見えるけれど実は白ブチのあるメス猫ねこがいる。

　普ふ段だんツナマヨはわたしに甘あまえてきてくれるけれど、どうも二匹ひきには霊れい感かんがあるらしく、わたしが憑つかれていると怯おびえて近づいてこなくなってしまう。

　誰だれにも憑つかれていない今はたっぷりを猫ねこ吸すいしたり、抱だっこしたりできてて最さい高こうだ。

　しかも昨さく夜や、ツナマヨが、お互たがいに立ち上がって猫ねこパンチをし合っている動画が撮とれた。

　最さい初しょは普ふ通つうにじゃれていたのに、二匹ひきとも白はく熱ねつして最さい終しゅう的てきには二本足で立ち上がる、という珍めずらしい光こう景けい。

　こんなシーンを動画におさめられたのは、ラッキーだったな。




　それからわたしは、一週間近くも幽ゆう霊れいに憑つかれない、というレアな状じょう態たいを過すごした。

　中学生になってからは、次から次に三日と空あけず新しい幽ゆう霊れいに憑つかれてきたのに。

　珍めずらしいこともあるもんだ。

　自室のベッドの上に転がりながら、普ふ通つうの体を堪たん能のうする。

　それから目の前で、どてっと横になったツナのお腹なかに顔をうずめる。

「あー、落ちつくー」

　ツナの毛の匂においを嗅かいでいると、「にゃー」とマヨもベッドに飛とび乗ってきた。

　うつぶせでツナを猫ねこ吸すいしているわたしの背せ中なかに、マヨは寄よりかかってくる。

「なにこれ、天てん国ごくか」

　そうつぶやいた瞬しゅん間かん。

　枕まくら元もとのスマホが振しん動どうした。

「アリスかな」とつぶやきながら、画面を確かく認にんする。

　飛とび起きて、思わず正せい座ざをしてしまった。

　東雲しののめくんからのメッセージだ！

　珍めずらしい、東雲しののめくんから連れん絡らくくれるなんて。

　ここのところ、わたしと東雲しののめくんは接せっ点てんがないどころか、連れん絡らくも思うように取り合えていないのだから。

　夜は未み読どく、授じゅ業ぎょう中ちゅうは既き読どくスルーが東雲しののめくんの定番スタイルだし。

　もうわたしのメッセージは、壁かべ打うち状じょう態たいよ……。

　そんな東雲しののめくんがなんの用だろう？　また明日のお昼も一いっ緒しょに食べられない、とか。

　ま、そんなことだろうなあ。
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　そう思ってメッセージを読んだ。

「ん？　これは……？」

　一いっ瞬しゅんわたしは意味がよくわからなかった。

　もう一度、よく読んでみる。





明日、迎むかえに行く。一いっ緒しょに学校行こうぜ。






　うわっ、まさかのお誘さそいだ！

　東雲しののめくんと登校するの初はじめてだよ！

　しかもむこうから誘さそってくれるなんて！

　わたしはその日、何度も何度も東雲しののめくんからのメッセージを読み返して、スマホを握にぎりしめたまま眠ねむりについた。
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　次の日の朝。

　わたしは天にも昇のぼるような気持ちで、登校していた。

　約やく束そく通り、東雲しののめくんは家まで迎むかえに来てくれたのだ。

　ついでに東雲しののめくんは、玄げん関かんでわたしを見送ってくれていたツナとマヨの頭をなで、「うわっ。毛、ふわふわだな！」と驚おどろいて笑わらっていた。

　そういえば、成じょう仏ぶつする直前に「ツナマヨをさわってみたかった」とかいってたっけ。

　幽ゆう霊れいのあいだはさわれなかったもんね。

　その輝かがやくような笑え顔がおを、わたしは思わずスマホを取り出して、盗とう撮さつ。

「撮とる前になんかいえよ」

　シャッター音で気がついた東雲しののめくんは、苦にが笑わらいをした。

「でも、東雲しののめくん、撮とるよーっていったら変へん顔がおしそう」

「おお、よくわかったな。おれのスマイルは一万円だからな」

「たっか！」

「とびきりのスマイルになると十万」

「それ、ぼったくりっていうんだよ」

「適てき正せい価か格かくだ」

　そんな冗じょう談だんをいい合いながら、ふと思う。

　なんかこうして話すの、久ひさ々びさだなあ。

　やっぱ東雲しののめくんと冗じょう談だんいい合いながら話すの、楽しいし落ちつく。

　すると、東雲しののめくんが突とつ然ぜんまじめな顔になっていう。

「おれ、最さい近きんさ、手て相そう占うらない始めたんだ」

「えっ？　東雲しののめくんが？　なんで？」

「あっ、いや、幽ゆう霊れいが見えるようになって、おれもまあ、霊れい的てきなことを信しんじるようになったというか……」

「へー。じゃあ、見てよ」

　わたしは立ち止まって右手を差さし出す。

　すると東雲しののめくんは、自分の手をポケットの中へ。

「えっ！　なにを取り出す気なの!?」

　わたしはそういって、あわてて手を引っこめた。

「まさか手て相そう占うらないと思わせて、手のひらの上に虫をのせるんじゃないでしょーね!?」

「んな小学生みたいなことするかよ！」

「本当にしない？」

「しねーよ。なんだよ、それ。まったく……」

　わたしが再ふたたび右手を差さし出し、東雲しののめくんがその手をとろうとしたその瞬しゅん間かん。

　東雲しののめくんの動きがぴたりと止まった。

「どしたの？」

　東雲しののめくんは、わたしの頭の上を見上げて、「え、なにこいつ」とつぶやいた。

　直後。

　ずしっと体が重くなった。

　ああ、やっぱり憑つかれた……。

　せっかく東雲しののめくんと二人きりでの登校だっていうのに……。

　カメリアといい、どうしてこうも幽ゆう霊れいってのは、空気を読まずにとり憑つくんだろう。

　むしろ、わざとか!?

　そんなふうにあれこれと考えていると、頭の中で声が聞こえた。

【あれ、お邪じゃ魔まだったかな？】

　うっわ、男の幽ゆう霊れいか。最さい悪あくじゃん。

「邪じゃ魔まに決まってんだろーが！」

　東雲しののめくんが、こっちを見上げて、怒ど鳴なりつける。

【ごめんごめん。それにしても小学生同どう士しのカップルなんて、初うい々ういしくてかわいらしいな】

「小学生じゃねーよ！」「小学生じゃないよ！」

【じゃあ、いくつなの？】

「わたしも、東雲しののめくんも中一。十三歳さい」

【へえ。でも、ぼくよりも四歳さいも年下だね。子どもみたいなものだよ】

「うるせー！　てめえちょっと背せが高くて顔もいいからって、調子に乗んなこの幽ゆう霊れいが！」

　いつにも増まして、東雲しののめくんの目と口調が攻こう撃げき的てきなのは、幽ゆう霊れいが長身イケメンだからか。
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　やきもちかなあ。それならうれしいけど。

　幽ゆう霊れいはしずかに笑わらってからいう。

【焼やきもちかい。かわいいなあ】

「かわいいとかいうな！　きもいんだよ！」

【大だい丈じょう夫ぶ。ぼくが好すきなのは女の子だけだから】

「その発言が女たらしっぽいんだよ！　天あま国くにから離はなれろ！」

【悪いけど無む理りだよ】

　幽ゆう霊れいはそこで言葉を切って、ふっとしずかに笑わらってから続つづける。

【運命に導みちびかれてしまったのだからね……】

「なんだこいつ……」

　東雲しののめくんはドン引きしている。

「幽ゆう霊れいってみんなキャラ濃こいよねー、なんでだろ」

　わたしは、はあとため息をつきながら歩き出す。

　東雲しののめくんも無む言ごんで後に続つづく。

　ああ、なんだか気まずいなあ。

　こうして、お互たがいにだまったまま学校についてしまった。




　下げ駄た箱ばこで東雲しののめくんは、「今日も放ほう課か後ごバスケ部の練習だから」と早口でいって、さっさと教室へ行ってしまった。

　東雲しののめくんの後うしろ姿すがたが見えなくなってから、わたしはまたため息。

　それもこれも、この幽ゆう霊れいのせいだ！

　やり場のない怒いかりをぶつけるかのようにこぶしをぐっと握にぎって、わたしは誓ちかう。

「とっとと成じょう仏ぶつさせるっ！」




【いやー。中学校かあ。なっつかしいなあ。あ、あの子かわいいね】

　教室に入った途と端たん、幽ゆう霊れいはしゃべるしゃべる。

　楽しそうに【あの窓まど辺べの子、スタイルいいねえ】と、視し界かいに入る女子を観かん察さつしているようだ。

「ねえ、そんなことより、あんたの名前なに？」

　小声で聞くと、幽ゆう霊れいは明るい声でいう。

【あっ。ぼくの名前、知りたい？　しょーがないなあ、特とく別べつに教えてあげようかな】

　なんだろうこの人、疲つかれるな……。

【ぼくはタロウっていうんだ。君は？　アマクニちゃんって彼かれ氏しくんに呼よばれていたけど】

「天あま国くに玲れい香か」

【へえ。きれいな名前だね。大きくなったら名前の通り美人になるよー】

「わたしだけ子ども扱あつかい、ってスタンスなんなの？」

【いや、まあ、ほら、ぼくの好このみって大人の女じょ性せいとか大人っぽい雰ふん囲い気きの子だからさ、って、あっ！】

　タロウが突とつ然ぜん、大きな声を出した。

【おおっ！　このクラス一の美少女だ！】

　ちょうどアリスが教室に入ってきたところだった。

「あっ、アリスおっはよー」

　タロウのことは放っておいて、わたしが明るく声をかけると、アリスは「おはよー……」と、なんだか元気がなかった。

「アリス、どうかしたの？」

　わたしもリエちゃんもマミちゃんも、アリスの席せきの周まわりに集まる。

【へー。アリスちゃっていうんだ。かわいい名前だねえ。名は体たいを表すっていうからね】

　そんなタロウの声も聞こえるはずがなく、アリスはうつむいたまま答える。

「あー、うん……。なんでもなーい」

　そういって笑わらったアリスの笑え顔がおが、めちゃくちゃぎこちなかった。

　なにかあったんだろうか。

　昨日きのうまでいつも通りだったのに、突とつ然ぜんどうしちゃったんだろう。

【アリスちゃん、笑え顔がおの裏うらに悩なやみを隠かくしているな……】

　タロウの言葉に、わたしは小声で「だよね」とつぶやく。

　わたしが再ふたたびアリスに声をかけようとすると、タロウがいう。

【でも、こういうことは本人が話してくるまでそっとしておいたほうがいいよ】

「そうなの？」

【作り笑え顔がおだとしても、笑わらってるってことは、いつも通り接せっしてほしいんだと思うよ】

「へえ。そうなんだ」

【ま、ぼくならアリスちゃんの悩なやみをさりげなく聞き出して、なおかつ、三秒で惚ほれさせちゃう自じ信しんがあるけどね】

　タロウはさわやかな口調で、さらりとそんなことをいった。

「うざい幽ゆう霊れいだなあ」

　わたしは小声でぽつりとつぶやく。

【そういっていられるのも今のうちだけさ。そのうち玲れい香かちゃんもぼくの虜とりこになるよ☆】

「あー、はいはい」

　わたしは適てき当とうに返事をして、ほおづえをついた。

　……とっとと成じょう仏ぶつさせないとな。

　それからちらっと前の席せきのアリスを見て考える。
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　アリスは実はピアノがすごく上手なんだ。

　だけど自分の見た目が派は手でだから、ピアノが似に合あわないと思いこんで悩なやんでいた時があった。

　キャラじゃないっていわれることを恐おそれていて、たまたまそれを知ってしまったわたしは、みんなには秘ひ密みつにしてほしいといわれている。

　オープンになんでも話すタイプだと思っていたけれど、本音は隠かくしちゃう子なのかもな……。いったい何を悩なやんでいるんだろう……。




「ワタナベタロウが死んだってニュースはないね」

　わたしはトイレの個こ室しつでスマホをいじりながらそうつぶやいた。

　一時じ限げん目めの休み時間。

「アリス、新しいツナマヨの動画、観みる？」

　今け朝さ、元気のなかったアリスに、わたしは思い切って話しかけてみた。

　でも、アリスはなにも答えない。

　無む視しされた？　わたし、うざかったかな？

　そう思ってよくよくアリスを見れば、彼かの女じょは窓まどの外をぼんやりと見つめていた。

【恋こいわずらいかもなあ。やっぱ、そっとしておいてあげるべきだよ】

　タロウの言葉に、「そうかなあ」とつぶやく。

　アリスは、リエちゃんとマミちゃんが話しかけても上うわの空そら。

　二人とも、「悩なやみがないほうがおかしい年ごろだしね」とうなずき合いながら動画を観み始めた。

　で、わたしはそのまま一人で女子トイレに来た、ってわけ。

　タロウを成じょう仏ぶつさせるために、いろいろと調べなきゃいけないし。

　幽ゆう霊れいは自分のことを「ワタナベタロウ」と名乗ったけれど、どうして死んだのかはいわないのだ。

　だから、事じ件けんや事じ故この可か能のう性せいも考えて、ニュース記事を漁あさってみたけれど、収しゅう穫かくはゼロ。

　少なくともここ最さい近きん、ワタナベタロウという十七歳さいぐらいの高校生が亡なくなった記事はない。

「高校生が居い眠ねむり運転の車から親子をかばって死し亡ぼう……。最さい近きんだしこの近所の記事だ。あ、でもワタナベタロウじゃないか」

【なーんだそれ。親子をかばって死し亡ぼうって、だっさ】

　突とつ然ぜん、タロウの口が悪くなった。

「なんでそんないい方するの？　親子のほうは無ぶ事じだったって書いてあるし」

【かばった高校生が死んだら意味ないでしょ。特とくにかばわれたほうの親は、高校生やその親に申もうし訳わけないって思うんじゃないかな？】

「確たしかに死んじゃったのはかわいそうだけど」

　わたしはそこでスマホを操そう作さする手を止める。

「ってゆーか、タロウが死んだ理由をいわないから、こんなふうに苦く労ろうしてるんだけど」

【んー？　死んだ時の記き憶おくが曖あい昧まいでね】

「いたなあ。そういう幽ゆう霊れい……今は元気だけど」

　思わずごんべえを思い出してしまった。

【ん？】

「ううん。なんでもない。でも自分の名前や年ねん齢れいとか、そういう記き憶おくはあるんでしょ」

【まあね。もしかしたら、ぼく、殺ころされたのかもなー】

「ええっ！　殺さつ人じん事じ件けん!?」

【ぼくってさ、女の子に異い様ようにモテたから、恨うらみを抱いだかれてもしょーがないんだよねえ。罪つみだなあ、ぼくってやつは】

「誰だれに殺ころされたの？」

【さあ？　むかし泣なかせた女の子かな】

「その子が犯はん人にん？」

【そうはいってない。ただ、泣なかせた女の子がいるのは確たしかだな】

　タロウはなぜか楽しそうにいうと、こう続つづける。

【この中学にも、ぼくが泣なかせた女の子がいるんだよね】

「誰だれ？」

【さあ。なんせ星の数ほど女の子を泣なかせたから、わからないよ】

　タロウはそういうと、さわやか俳はい優ゆうみたいな声で笑わらった。

　ただの女の敵てきじゃん。




　お昼休み、じめじめした薄うす暗ぐらいいつもの場所へむかう。

　今日は、わたしのほうから「お昼一いっ緒しょに食べようよ」と先に東雲しののめくんにメッセージを送っておいたのだ。

　そうしたら「ＯＫ」の猫ねこスタンプだけが送られてきた。

　ふわふわした気分で廊ろう下かを歩いていると、タロウが話しかけてくる。

【リエちゃんもマミちゃんもかわいいよねー。あ、もちろん玲れい香かちゃんもかわいいよ。ぼくのいとこに似にてて】

「いとこって何歳さいよ」

【七歳さい】

　わたしはその言葉をスルーして、ふと窓まど辺べに視し線せんをむける。

　ちょうど廊ろう下かの窓まどからは、中庭の様子が丸見えだ。

　そこには東雲しののめくんがいた。

　立ち止まって声をかけようとして気づく。

　彼かれのむかい側がわには、女子が立っている。

　その女子は、真っ赤な顔をして、東雲しののめくんになにかをいっていた。

　ピンときた。

【こりゃー、告こく白はくだなあ】

「そ、そりゃあ、東雲しののめくんイケメンだし、モテるのも無む理りないよ」

　わたしはそういって、複ふく雑ざつな気持ちで東雲しののめくんをちらりと見る。

　東雲しののめくんは照てれくさそうに笑わらっていた。

　え!?　なんで笑わらってるの？

　まさか告こく白はく、ＯＫしてないよね？

　だって、わたしのこと、好すきっていってくれたんだもん。

　でも、ずっとにやけっぱなしの東雲しののめくんを見ていられず、わたしは視し線せんをそらす。

　胸むねがざわざわする。

　わたしと東雲しののめくんは両想いなんだよね……？




　いつもの休きゅう憩けいスペースに、東雲しののめくんは少しだけおくれてやってきた。

【おっ。モテモテボーイ】

「は？　なんの話だよ」

「ちょっとタロウ、やめてよ」

　わたしはこほんと咳せきばらいをしてから、「なんでもない」とそっけなくいった。

　今は東雲しののめくんの前でうまく笑わらえない。

　東雲しののめくんは、わたしの隣となりにドカッと腰こしかけながら不ふ満まんそうにいう。

「ってゆーか、なんでこいつがまだいるんだよ」

「そんなに早く成じょう仏ぶつさせられたら苦く労ろうしないって……」

【玲れい香かちゃんは、ぼくを成じょう仏ぶつさせるためにがんばってくれてるよ。ねえ？】

「このなれなれしい幽ゆう霊れいを早くなんとかしろよ」

　東雲しののめくんはそれだけいうと、焼やきそばパンにかぶりついた。

　あんたも相当、なれなれしい幽ゆう霊れいだったけどね。

【幽ゆう霊れいじゃなくて、ぼくはワタナベタロウね。君は？】

　東雲しののめくんは、わたしを見上げてから目を細める。

「東雲しののめ颯はやて。てかおまえそれ、本名か……？」

【逆ぎゃくにぼくが偽ぎ名めいを名乗る意味ってある？】

「しらね。なんか信しん用ようできない顔してる」

【なんだよ。自分はさっき女子に告こく白はくされてニヤニヤしてたくせにさ】

「えっ!?　なんだよ見てたのかよ！」

　東雲しののめくんが驚おどろいたようにわたしを見る。

　余よ計けいなことをいうなよ、タロウ。

「見てたんじゃなくて、見えたの」

【あんなところで告こく白はくされていれば、まあ、見てくれって、いってるようなもんだよね】

「別べつにそういうわけじゃねーし」

【颯はやてが他の女子の告こく白はくでデレデレしてるから、玲れい香かちゃんは非ひ常じょうに機き嫌げんが悪い】

「はあ!?　機き嫌げん悪くなんかない！」

　わたしがそう叫さけぶと、【ほら！　さっきからピリピリした感かん情じょう伝つたわってきてるから！】とタロウが笑わらう。

　なんなのこいつ!?

　こんなに性せい格かく悪いのにモテたの？

　すると、東雲しののめくんが大きな大きなため息をついた。

「なんかおれ、こいつと飯めし食うのいやだ」

「えっ!?」

「この幽ゆう霊れい、おれは気に入らねえ！」

　東雲しののめくんは、わたしの隣となりをきっとにらんで、立ち上がる。

「どこ行くの？」

「おれ、やっぱ高たか井い戸どたちと飯めし食うから」

「えっ、でも……。あ、今日も放ほう課か後ごはバスケ部あるの？」

「ある。だから一いっ緒しょに帰れない」

　東雲しののめくんはそれだけいうと、さっさと廊ろう下かを歩いて行ってしまった。

　貴き重ちょうなふたりの時間があああああ。

　ほとんど話してないし、あの子の告こく白はくのことだって、なんにも聞けなかった！

　でも、東雲しののめくんが怒おこっているのは、このタロウのせい。

　わたしはたまご焼やきをフォークでいきおいよく刺さし、こういう。

「タロウ……。あんたのこと、即そく成じょう仏ぶつさせてやるから。覚かく悟ごしなさい」

【はいはーい】

　適てき当とうに返事をしていられるのも、今のうちだ！
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　わたしは今、深ふか々ぶかと頭を下げている。

　目の前には首をかたむけている女子。

　美人で評ひょう判ばんの三年生の先せん輩ぱいだ。

　わたしは彼かの女じょのことをまったく知らないし、あっちもわたしを知らない。

　つまり、完かん全ぜんに赤の他人同どう士しだ。

　同じ中学に通っている、ということをのぞいては。

　それなのになぜ、わたしは下げているのか、というと……。

【この子、ぼくが前に泣なかせちゃった子なんだよねー。それ以い来らい、新しい彼かれ氏しができないってうわさを聞いてさあ】

　タロウがどこか自じ慢まんげに話している声が、頭の中に響ひびく。

　放ほう課か後ごの空き教室で、わたしがこの先せん輩ぱいに謝しゃ罪ざいをさせられているのは、タロウが原げん因いんだった。

　昨日きのう、タロウをとっとと成じょう仏ぶつさせる、と意気ごんだら、こいつはこういったのだ。

【ぼく、今までフッてきた女の子たちのこと、気がかりなんだよね】

　つまり、今まで適てき当とうに付つき合あってきた元カノたちに謝しゃ罪ざいをすれば、心こころ残のこりがなくなる、とタロウはいうのだ。

　女の敵てきみたいな発言しかしない男が、そんな繊せん細さいな理由で成じょう仏ぶつできずにいるんだろうか。

　そう考えたけれど、一いち応おう、やってみることにした。

　で、今に至いたる。




「えーっと、なに？　それでヒロキの代わりに、あなたがあやまりにきたの？　本人は？」

　先せん輩ぱいがようやく口を開いた。

【死んだっていうと悲しむから、会えない事じ情じょうがあるって伝つたえてくれ】

「あの、それが本人は会えない事じ情じょうが……って、ヒロキって誰だれですか？」

　先せん輩ぱいは確たしかに、ヒロキといった。タロウじゃないの？

「えっ。わたしをフッた人のことだけど」

【ああ、道を聞かれて知り合っただけの子だから偽ぎ名めいつかっといた。スズキヒロキって】

「うわ、最さい低ていだ……」

　わたしがそう口に出すと、先せん輩ぱいは目を丸くした。

「あ、いや、その」

　わたしが先せん輩ぱいのことじゃない、といいかけると、彼かの女じょはぐいっと距きょ離りを詰つめてきてこういった。

「そうなのよ！　ヒロキってサイテーな男なの！」

「えっ!?」

「あなたもそう思うわよね？　ヒロキの代わりにあやまりにきたってことは、ヒロキにいいように使われてるんでしょ」

　まあ、間ま違ちがってはいない。

　先せん輩ぱいはわたしの肩かたをポン、と叩たたいてこう続つづける。

「散さん々ざん、甘あまい言葉をささやいておいて、こっちが好すきになったら逃にげる。それがヒロキのやり方なのよ。あなたもヒロキを好すきになったから、こうやって関かかわってるんでしょ」

【ぼく、そんなにひどい男じゃないんだけどなあ】

　タロウはそういうけれど、わたしは先せん輩ぱいにこう答えた。

「ひかえめにいってクズ男ですね」

「でしょでしょ！」

　わたしがうんうんとうなずくと、先せん輩ぱいは怒おこりながらいう。

「ヒロキ、家がどこなのか教えてくれないから、わざわざ後をつけて家をつきとめたのに、それ以い来らいわたしを避さけるのよ！　ひどくない？」

　いや、それは怖こわい。

　……だなんていえるはずもなく。

　先せん輩ぱいのタロウへの愚ぐ痴ちに、二時間も付つき合あわされるはめになった。




「なんなんだよあれは……」

　家に帰るなり、わたしはソファに倒たおれこんだ。

　憑つかれているせいで、我わが家やの癒いやし天使のツナマヨは、遠くからこちらを警けい戒かい心しん丸出しの顔で見ている。

【おっ。ツナマヨが今日はちょっと近い。かわいいなあ】

「ねえ、それでわたしは今日、先せん輩ぱいにあやまったわけだけど。成じょう仏ぶつしそうもないね」

【そりゃあ、まだいるからなあ。あっ、あの子、黒くろ猫ねこじゃないんだ。おもしろい柄がらしてるなあ】

「まだいるって、あとどのくらい？」

【あと二人ぐらいかなあ】

「えっ、二人にあやまれば終わり？」

　希き望ぼうの光を見つけたかのように、わたしは上半身を起こす。

【うーん。本当のことをいえば、来らい世せ市し立りつ中ちゅう学がくと彼ひ岸がん高こう校こうにも、ぼくがフッた子がいるから……ざっと三十人くらいかなあ】

「さっ、三十人も元カノいたの!?　なんかもうそれ犯はん罪ざいじゃん！」

【だから元カノじゃないってば】

　タロウはそういうと、少しだけ考えてから続つづける。

【まあ、フッた時にかなり傷きずついて、ぼくに未み練れんがありそうなのは、あと二人くらいかな】

「じゃあ、あと二人で成じょう仏ぶつするってこと？　本当に成じょう仏ぶつする気あるの？」

【そのあと、玲れい香かちゃんとデートしたら成じょう仏ぶつするよ。きっと】

　わたしはタロウの言葉をスルーして、スマホをいじる。

　そもそもこのワタナベタロウって名前も、本名なんだか偽ぎ名めいなんだか。

　そう思ってカレンダーアプリを開いて、気づいた。

「あとちょっとで夏休みになっちゃう！」

【おお。じゃあ、夏休み突とつ入にゅうしたら、ぼくとデート三ざん昧まいだね】

「東雲しののめくんとだってデートらしいデートしたことないのに……」

　ポツリとつぶやいた声は、もちろんタロウにも聞こえた。

【玲れい香かちゃんと颯はやてって、本当に付つき合あってんの？】

「えっ!?　だって、『好すきだ』っていわれたし、『彼かの女じょにしたい』っていわれたから……」

【ふーん。それにしては、颯はやてはマメに連れん絡らくもしてこないし、学校でも一いっ緒しょじゃないし、ちゃんとしたデートもしたことないんだね？】

「それは、タロウが東雲しののめくんのことをからかうからでしょ！」

【まあ、幽ゆう霊れいとはいえさ、見知らぬ男が、ずっと彼かの女じょと一いっ緒しょだっていうのに、そんな状じょう況きょうで放っておくなんて、おかしくないか？】

「それは……部活とか……あるし」

【ぼくのことが気に入らなくても、彼かの女じょのことは大事だから、ぼくを成じょう仏ぶつさせる手て伝つだいをして、とっとと追おい払はらおう、って思うのが彼かれ氏しなんじゃない？】

　タロウの言葉は、正せい論ろんすぎて胸むねにグサグサと刺ささる。

　わたしは、「もうやめてください……」とつぶやいて、ソファにばたっと倒たおれこんだ。




　アリスは今日も元気がない。

　それどころか、昨日きのうにも増まして暗い気がする。

　メイクがいつもよりも薄うすい気がするし、会話もほとんど続つづかない。

　落ちこんでいる理由を、アリスは誰だれにも話してくれない。

　無む理りに聞くのもよくないけど、かといってこのまま放っておいてもいいものか。

　アリスとは友だちになれたし、東雲しののめくんとは両想いになれてハッピーエンド。

　そんな生活が続つづくと思ったんだけど、うまくはいかないなあ……。

　せっかく仲なかよくなれたから、アリスとも少しぐらいの悩なやみや不ふ安あんを、いい合える関かん係けいになりたかったんだけどな。

　わたしじゃあ、頼たよりないのかもしれないけれど。

　ふと東雲しののめくんへのメッセージ画面を見る。

　いつもの既き読どくスルーだ。

　東雲しののめくんとギクシャクしないためには、タロウを成じょう仏ぶつさせる必ひつ要ようがある。

　でも、タロウはすんなり成じょう仏ぶつするのか怪あやしい。




　お昼休みにわたしが頭を抱かかえていると、リエちゃんが突とつ然ぜん、「玲れい香かー」とこちらへやってきた。

　リエちゃんは、手に持っていた白くて細いひものようなものを見せてくる。

「突とつ然ぜんですが、今から心理テストをします」

　リエちゃんはそういうと、白いひもをひらひらと揺ゆらした。

　近くで見るとそのひもは、ストローが入っていた袋ふくろだ。

「心理テスト？」

「そう。じゃあ、右手出して」

【おっ、今、廊ろう下かを歩いていったの保ほ健けん室しつの先生じゃん。すごい美人だなー。ってゆーか、年ねん齢れい不ふ詳しょうー】

　わたしがリエちゃんだけを見ているのに、タロウは視し界かいのすみの廊ろう下かを歩く養よう護ご教きょう諭ゆに夢む中ちゅうだ。

　視し界かいを共きょう有ゆうしているはずなのになぜ？　と思いつつ、右手を差さし出す。

　すると、リエちゃんはストローの袋ふくろを、わたしの右手の薬指にくるっと巻まき始めた。

　それから真しん剣けんな顔でこう聞いてくる。

「今、どう思った？　直感で」

「えっ、うーん、ビックリした」

「それが玲れい香かの人生のテーマね」

「ビックリすることが？」

「そう。驚おどろきの連れん続ぞくってこと」

「えっと、心理テスト、なんだよね？」

「ごめん。間ま違ちがえた。人じん生せい占うらない」

　リエちゃんはそういうと、ストローの袋ふくろを制せい服ふくのポケットにしまった。

　なんなんだ、ビックリする人生って。
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　この人じん生せい占うらない、本当に当たるのかなあ。

　それからわたしは、ビックリする人生の本ほん領りょうを発はっ揮きすることになった。

　タロウがフッて傷きずつけたという二年生の先せん輩ぱいに声をかけてみると、放ほう課か後ご、屋上に呼よび出されたのだ。

　そして渡わたされたのは、大たい量りょうの人形。

　布ぬの製せいの男の子の人形は、手のひらサイズで、かわいらしい見た目をしていた。

【おお……これまた大たい量りょうにつくってたんだな】

　タロウが若じゃっ干かん、引いているのが口調からわかる。

　女子の行動には褒ほめるの一択たくしかしないタロウが、珍めずらしい。

　まさか呪のろいの人形じゃないだろうな。

　そう思っていると、先せん輩ぱいはこういった。

「それ、わたしがつくったゲンキくん人形なの……」

「ゲンキくんとは」

　そういいかけてピンときた。

【ぼくの偽ぎ名めいだねー、わー、なつかしい】

　なつかしい、じゃないよ！

「ゲンキくんはね、去年、わたしが大事なキーホルダーを落とした時に、拾ってあわてて追いかけてくれたの」

「それで恋こいに落ちた、ということですか」

「そう。愛あいを確たしかめ合ったの」

【確たしかめ合ってないけど】

「でも、ゲンキくんはね、突とつ然ぜん音おん信しん不ふ通つうになって、わたしの前から消えたの。それで今さらなに？　フッたことをあやまるって？　しかも代理の子にやらせるの？」

　先せん輩ぱいはそこまでいい終えると、人形を一つわたしの手から取った。

　それから前まえ髪がみを留とめていたヘアピンを外し、その先せん端たんで、人形をぐさりと突つき刺さす。

「ひっ」【ひぇ……】

　情なさけない声が、わたしとタロウの口から出る。

　先せん輩ぱいは無む言ごんのまま、人形をぐさぐさと刺さす。

　人形の心しん臓ぞう付ふ近きんをねらって。

　怖こわくて声をかけることも、止めることもできない。

【なんかぼく、死んでるのに心しん臓ぞうが痛いたい気がしてきた】

「さすがに気がするだけでしょ……」

　先せん輩ぱいはようやく刺さすのをやめると、その人形をわたしに渡わたす。

「あの、これ、大事なものなんじゃ……」

　わたしが恐おそる恐おそる聞いてみると、先せん輩ぱいは持っていたカバンの中から、なにかを取りだす。

　それは、別べつの人形だった。

「大だい丈じょう夫ぶ。もう他ほかに好すきな人ができたから、それはいらないの。あなたにあげるわ」

　先せん輩ぱいはそれだけいうと、こうつけくわえる。

「煮にるなり焼やくなり、好すきにして」

　立ち去る先せん輩ぱいのカバンの隙すき間まから、新しい人形が何体も見えた。

　なにこのホラー。




　屋上を後にして、昇しょう降こう口ぐちにむかう途と中ちゅうでタロウがいった。

【さすがにああいう子は、ぼくもちょっと手を焼やいてしまうんだよ】

「ってゆーか、なんで出会う子出会う子に、偽ぎ名めいつかうのよ。それが悪いんじゃないの？」

【いや、だからさあ。それには事じ情じょうがあるんだって】

「どういう事じ情じょうなのよ」

【だから、ぼくみたいなモテ男ってのは──】

　その時、信しんじられない光こう景けいが目に入ってきた。

　わたしは思わず立ち止まる。

　息をのむ。

　自分の目を疑うたがった。

　下げ駄た箱ばこの前には東雲しののめくんがいて、「こんなところに呼よび出して悪いな」と誰だれかに話しかけている。

　東雲しののめくんは部活帰りなのか、体たい操そう服ふく姿すがた。

　そのむかい側がわにいるのは、──リエちゃん。

　でも、二人は偶ぐう然ぜん会って言葉を交わしている、という雰ふん囲い気きではない。

　周しゅう囲いを気にして、なんだかコソコソしているようだった。

　二人は、わたしには気がついていないみたい。

【なんか密みっ会かい、って感じだな】

　リエちゃんはポケットからなにかを取りだす。

　それは花はな柄がらの封ふう筒とうだった。

「はい。欲ほしがってたアレ」

　リエちゃんの声が聞こえる。

「ありがとう。本っ当に助かりました」

　東雲しののめくんはそういって、うれしそうに封ふう筒とうを受け取った。

　それを大事そうにポケットにしまい、「ありがと！　近いうちにお礼する！」と笑え顔がおで立ち去った。

　東雲しののめくんがこちらにむかってくるので、わたしはとっさに近くの教室に避ひ難なん。

　教室に誰だれもいなくてよかった。

　その場にしゃがみこんで、ひたいに手を当てる。

　なにあれ？

　タロウがいったように、密みっ会かい？

　リエちゃんが渡わたしたものはなに？

　欲ほしがってたアレって？

　もしかして東雲しののめくん、わたしと付つき合いながら、リエちゃんとも付つき合あってる？

　ふいにアリスの「男の子は複ふく数すうの女を同時に愛あいせるらしいよ」という言葉を思い出す。

　ありとあらゆるいやな想そう像ぞうが浮うかんでは消え、浮うかんでは消えていく。

　もう、どうしていいのかわからないよ……。




　わたしは次の日もタロウの元カノ三号に会い、今の彼かれ氏しとののろけを散さん々ざん聞かされた。

　ちなみにタロウはここでも「イツキ」という偽ぎ名めいをつかっていて（転んだところをタロウが助けて愛あいを語り合ったとか）、タロウからフったらしい。

　三号の今の彼かれ氏しとの写真やら動画やら、仲なか良よしエピソードを聞かされている間、わたしは心の中で「いいなあ」と連れん呼こしていた。
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　三時間近くたっぷりとそんなのろけを聞かされ、挙あげ句くの果はてに。

「でも、今の彼かれ氏しはね、イツキと見た目が似にているから付つき合ったんだ。ここだけの話ね」といったのだ。

【いやいや、全ぜん然ぜん、似にてねえ！】と本人は否ひ定ていしたけれど。

　三号の彼かれ氏しが、イツキ（タロウ）に似にているとか、似にていないとか、そんなことはどうでもよかった。

　今のわたしは、昨日きのうの東雲しののめくんとリエちゃんの密みっ会かいで頭がいっぱい。

　三号の、イツキ（タロウ）に未み練れんがあるから本当の幸せは見つけられないの……みたいな発言も、幸福なのろけにしか聞こえない。

　わたしの彼かれ氏しなんか、いつも塩しお対たい応おうだし、友だちと二ふた股またしてるんですよ！

　そういいたいのをぐっとこらえた。

　いったら、わたしがみじめになるだけだ。

　そして、三人目にも謝あやまったけど、タロウは相あい変かわらず成じょう仏ぶつする気配がなかった。




　そうこうしているうちに、終業式の日が来てしまった。

　アリスはあの日からずっと暗いまま。それどころか日に日にげっそりしていくようで、声をかけても「……うん」とか聞き取れないような小さな声で返事をするだけになった。

　そして、とうとう終業式には学校を休んだ。

　なのにわたしは、東雲しののめくんとリエちゃんの密みっ会かいを見て以い来らい、アリスの心配ができるような精せい神しん状じょう態たいではなくなってしまった。

　あ────もう────、アリスの様子がおかしい時に、わたしはなんて頼たよりない人間なんだろう……。

　マミちゃんは「夏なつ風か邪ぜじゃないかなあ」といっていて、近いうちにお見み舞まいにいこう、という話になったけれど。

　リエちゃんの顔はまともに見られなかった。

　中学生活の初はじめての夏休みは人生で一度しかないのに、こんなに暗い気分で突とつ入にゅうしたくない。

　そう思って、とぼとぼと教室を出ると、東雲しののめくんが立っていた。

　ここのところ、わたしが避さけていたので、顔を見るのは久ひさしぶりだ。

　会えてうれしい、だなんて今は素す直なおに思えない。

【なんか、颯はやて、硬かたい表ひょう情じょうしてんなー。まさか玲れい香かちゃんに別わかれ話？】

　タロウが縁えん起ぎでもないことをいう。

　でも、もはやそれに怒おこる気力なんてわかない。

　東雲しののめくんはタロウのことを無む視しして、まじめな顔でこう切り出した。

「夏休みさ」

　まさか、デートのお誘さそい？

　でも、リエちゃんとも付つき合あっているかもしれないのに手放しで喜よろこべないよ。

　そんなことを考えていると、東雲しののめくんは続つづけた。

「おれ、忙いそがしいから会えない」

「……え？」

「だから、連れん絡らくとかもあんまりできない」

「それ、バスケ部の練習ってこと？」

「それも、あるけど」

【なんだ？　歯切れが悪いなあ。なーんかかくしてないか？】

　タロウの言葉に、東雲しののめくんは「かくしてねーし！」とわたしの上をにらみつける。

【ねえねえ、今の聞いたか、玲れい香かちゃん。マジで颯はやて、なんかかくしてるよ。いやー。女の敵てきだね！　ぼくはもちろん玲れい香かちゃんの味方だからね】

　タロウが明るくそういうけれど、その言葉は頭に入ってこない。

　わたしは思い切って、東雲しののめくんにこう聞いてみた。

「それがいいたかっただけ？　会えない、連れん絡らくもできない、ってことを？」

「そう。事前にいっておいたほうがいいだろ？」

　東雲しののめくんは、わたしから視し線せんをそらしてからこう続つづける。

「心配したあんたが、おれの家に来たりでもしたら面めん倒どうだからな」

【颯はやて、さすがにそのいい方はないだろ】

　タロウが珍めずらしく怒おこったような口調になった。

　なにそれ。

　わたしは目の前がまっ暗になった。なにもいえない。

　東雲しののめくんが急いで走り去る姿すがたも、まるで現げん実じつじゃないみたいに感じられた。
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　こうしてわたしの絶ぜつ望ぼうの夏休みはスタートした。

　クーラーの効きいたリビングで、テレビもつけずに、窓まどの外の蟬せみの鳴き声を聞くともなしに聞きながらつぶやく。

「夏休みってゆーか、夏なつ闇やみだよね……」

　わたしはそうつぶやいて、なにげなくテレビの電でん源げんを入れる。

　チャンネルをかえていると、ドラマの再さい放ほう送そうをやっていた。

【あっ。胡桃くるみ沢ざわあずさだ。かわいいなあ】

　タロウの言葉にぎくり、としてテレビを消してしまう。

【なんで消しちゃうの？　もしかしてヤキモチ？】

　今は女じょ優ゆうとして活かつ躍やくしている胡桃くるみ沢ざわあずさとは、小四の時に友だちで。

　でもこの体たい質しつのことを打ち明けた途と端たんにイジメられた過か去こがある。

　彼かの女じょがわたしのトラウマだということは、東雲しののめくんにしかいっていない。

【それにしてもぼく、成じょう仏ぶつする気配がないなあ。もしかしたら、ずっとこのままかもねー】

　わたしはタロウに憑つかれたままの高校進学、大学からの就しゅう職しょくを想そう像ぞうする。

「いやだあああああ！」

　わたしは頭を抱かかえる。

　廊ろう下かのほうで、ツナマヨが二階へ逃にげだす足音が聞こえた。

【ぼくと一生、一いっ緒しょにいられるっていうのに？】

「いやだ……。タロウを成じょう仏ぶつさせるんじゃなく、自分もタロウと成じょう仏ぶつしていく人生なんて……」

【ま、ぼくとしてはそういうのもアリかな】

「こっちは絶ぜっ対たいに願ねがい下げだよ！」

　わたしはそういって勢いきおいよく立ち上がると、スマホをつかんで最さい近きんのニュースを調べ始める。

　タロウのことがニュースになっていれば、それが成じょう仏ぶつのヒントになるかも。

　そこでふと思う。

「ねえ、タロウって本名？」

【んなわけないじゃん】

「は!?　いきなり偽ぎ名めいを認みとめるの？」

【だって、玲れい香かちゃんだってぼくが偽ぎ名めいだって薄うす々うすわかってたんなら、いまさら本名だなんて噓うそつく必ひつ要ようないでしょ】

「じゃあ本名教えてよ」

【ユウキレイ】

「なんか噓うそくさい」

【噓うそだし】

「でも、わたしはともかく、なんで元カノたちにも偽ぎ名めいなの？」

【元カノじゃないよ。ぼくは付つき合ったつもりはない】

「あー。そういうやつかあ。無む自じ覚かくなクズ男タイプかあ」

　わたしはそういうと、なんとなく頭上をにらみつけた。

　やっぱり女の敵てき、という意味をこめて。

【別べつにだますつもりじゃないよ。勘かん違ちがいされるとわかっていても、昔から女の子にはついついやさしくしちゃうんだ。で、断ことわったあともしつこい女の子が多くて、しかたなく偽ぎ名めいをつかってたんだよ】

　妙みょうにしんみりした口調でいうタロウ。

　わたしはふと、タロウの尾び行こうをして家まで押おしかけた女子や、大たい量りょうにタロウの人形をつくっていた女子を思い出す。

「なるほど……。でも、わたしは、タロウにしつこくする女子じゃないし、むしろ成じょう仏ぶつさせたいんだから、本名教えてくれないと。もしかして成じょう仏ぶつしたくない理由でもあるの？」

　わたしの言葉に、タロウはだまってしまった。

「まあ、別べつに急がせないよ。どうせわたし、夏休みの予定なにもないしね」

【それは寂さびしいなあ。せっかく今年の夏祭りは、君たちの通う三み途とノの川かわ中ちゅう学がくでやるっていうのにさあ】

「花火も上がるんだよね。見たかったなあ……」

　タロウは、そこで【そう、花火だよ！】と大きな声を出した。

「びっくりしたぁ。急になに？」

【夏祭りには絶ぜっ対たいに行ってもらうからね】

「そりゃ、行きたいけどさあ」

【そんなネガティブな玲れい香かちゃんに気合いを入れるために、ぼくの本名を教えようと思う！】

「本当に!?　本名、なに？」

【あ、もちろんタダで、というわけにはいかないからね】

　タロウは意味深なことをいって、少しだけ笑わらった。





今日も部活かな？　ところで、８月13日に三み途とノの川かわ中ちゅう学がくで夏祭りがあるから一いっ緒しょに行かない？






　何度も何度も書いては消し、書いては消しを繰くり返し、このシンプルな文になった。

　でも、送そう信しんボタンは押おせずにいる。

　もうかれこれ三十分くらい、この送そう信しん前まえの文を見つめていた。

【ねえ、送そう信しんしないと意味ないよね？】

　タロウのこの質しつ問もんも、もう何度聞いたかわからない。

「そう、だけど……」

【大だい丈じょう夫ぶだよ。ＯＫするって。玲れい香かちゃんはかわいいんだから自じ信しんもちなよ】

「東雲しののめくん、夏休みは会えないっていってたから、きっと断ことわられるよ……」

【そんなことわかんないよ？　夏祭りくらいは彼かの女じょと一いっ緒しょに行こうって思うはずだよ！】

「そうかなあ。思うかなあ」

【この夏祭りは、玲れい香かちゃんも知っているようにこの辺へんじゃあ一番、デカい祭りだ】

「うん。知ってる」

【それで、どうやら今年は神社の修しゅう繕ぜん工事で、急きょ三み途とノの川かわ中ちゅう学がくで開かい催さいするそうじゃないか。だから余よ計けいに行きやすい。そしてみんなに彼かの女じょを見せびらかしたくもなるよ】

「でも、わたし、本当に東雲しののめくんの彼かの女じょなのかなあ」

　わたしはそういって、ため息をついてソファに寝ねころんだ。

【あのさあ、玲れい香かちゃんがこれじゃあ、ぼくは成じょう仏ぶつできそうもないんだけど】

「じゃあ、なんで本名を教えるのに条じょう件けんなんか出したのよ」

　わたしがそういうと、タロウは【なんでだろうね】と笑わらった。




　そうなのだ。

　タロウは本名を教えてほしいなら、東雲しののめくんを夏祭りに誘さそってＯＫをもらえ、といってきた。

　それが交こう換かん条じょう件けんだと。

　ってゆーか、成じょう仏ぶつさせるのはわたしなのに、なぜわたしが弱い立場に？

　アリスたちではダメなのか、と聞くと【颯はやてがダメだったらアリスちゃんたちにしよう。まずは颯はやて】と聞かなかった。

　そういうわけで、わたしは東雲しののめくんを誘さそうべく、頭の中でお誘さそいメッセージをなんパターンも考え、実じっ際さいにスマホに打ち、タロウにダメ出しされつつ、今に至いたる。

　送そう信しんボタンを押おす勇ゆう気きが出ない。

　だって絶ぜっ対たいに断ことわられるもん。

　わたしがため息をついたところで、タロウは低ひくい声でこういった。

【そんなに送そう信しんできないなら、ぼく、玲れい香かちゃんから離はなれるよ】

「そんなことできるの？」

【なんとか玲れい香かから離はなれて、ツナマヨのどっちかにとり憑ついて──】

　途と端たんにわたしは送そう信しんボタンを押おした。

【うむ、よろしい】

「ツナマヨを危き険けんにさらすわけにはいかないから」

【ぼくは危き険けんな男じゃないよ。ただ、罪つみな男ではあるかな】

　わたしはタロウの言葉をスルーして、じっとスマホのメッセージ画面を見つめる。

　既き読どくのマークはついていない。




　待てど暮くらせど東雲しののめくんの既き読どくマークはつかなかった。

　ホーム画面で確かく認にんすれば、既き読どくマークをつけずにメッセージが読めるけれど。

【念ねんのため、ホーム画面で確かく認にんできないように、結けつ論ろんはあとに書いた方がいいよ】とタロウからアドバイスをされた。

　さすが女子の心をもてあそぶ人は、その手の知ち識しきが豊ほう富ふだな。

　そういうわけで、このメッセージをちゃんと確かく認にんするためには、既き読どくマークをつけることが避さけられないわけだけど。

　でも、そもそも「うわ、あいつからメッセージかよ……後回しにしよ」とか思われているのかもしれない。

　今ごろ、リエちゃんとメッセージのやり取りをしているかもしれない。

　そう考えると胃いがキリキリと痛いたむ。

　考えるのも疲つかれてしまい、わたしはそのまま眠ねむってしまった。




　ぴんこん、というメッセージの通知音でわたしは目を覚さます。

　スマホを握にぎりしめたまま眠ねむってしまったようで、わたしはまだぼんやりとする頭で操そう作さする。

　東雲しののめくんから返事が来たんだ！

　やっぱり部活かな。

　それとも行きたくないのかな。

　どっちにしても東雲しののめくんから返事が来たということがうれしくて、メッセージを急いで確かく認にんする。





今週の土曜日にみんなで遊びに行かない？






　メッセージを送ってきたのは、リエちゃんだった。

　アリス、リエちゃん、マミちゃん、わたしの四人のグループトーク画面をじっと見る。

　めっちゃくちゃうれしい誘さそいのはずなのに、ためらってしまう。

　本当はリエちゃんに、なんで東雲しののめくんと一いっ緒しょにいたのか聞きたい。

　でも、はぐらかされたり、噓うそをつかれたりしたら、わたしは立ち直れそうもないし。

　もし、特とくになんでもない用事だったら、「玲れい香かちょっとヤキモチ焼やき過すぎじゃない？」って思われそうだしな……。

　あー、もう！

　なんでこんなふうに考えちゃうんだろう。

　友だちが噓うそをついているかもしれないとか、自分を裏うら切ぎっているかもしれないとか、考えたくないのに。

　こんなふうに疑うたがう自分がいやだよ。

　はあ、とため息をついたところで、またメッセージが届とどく。

　リエちゃんかな。

　そう思って、スマホを確かく認にん。





いいよ。そのつもりだったし。






　そのメッセージを送ってきたのは、東雲しののめくん。

　待ちに待っていた返事だった。

　わたしは何度も何度も、送そう信しん者しゃが東雲しののめくんであることを確かく認にんする。

　うん、間ま違ちがってない。

　じゃあ、わたしと夏祭りに行ってくれるの……？

　リエちゃんと宛あて先さき間ま違ちがえてないよね？

　そんな被ひ害がい妄もう想そう全開のわたしは、念ねんのためこう聞いてみる。





あの、あて先は天あま国くに玲れい香かでお間ま違ちがいないでしょうか？






　すぐに返へん信しんがくる。





まちがってねーよ！　あんたじゃあるまいし。






　わたしはホッとしてから、こう返事をする。





わたしと二人きりで夏祭りに行くけれど、それでもいい？






　返事はすぐにきた。

　わたしは絶ぜっ叫きょうした。

　スマホの画面には、東雲しののめくんからの返事が表ひょう示じされている。





あたりまえだろ。






　そのそっけない一言が、最さい高こうにうれしい。

「いやったああああああああああああああ」

　そう絶ぜっ叫きょうするわたしに驚おどろいたのか、二階でツナマヨがあちこち走り回っている音が聞こえる。

　すると、タロウがポツリとつぶやいた。

【それにしても、颯はやての返へん信しん、ずいぶんとおそかったね】

「部活だったんでしょ」

【でも、もう夜の十時過すぎだよ。部活にしちゃおそすぎないか？】

「部活のあとで、家に帰ってご飯はん食べたりお風ふ呂ろ入ったりしてたんでしょ」

　わたしはそういいながら、スマホを見つめた。

　やっぱりわたしって、東雲しののめくんの彼かの女じょなんだ。

　鼻歌まじりに、リエちゃんには「遊びに行く」と返事をした。

　なんだかもう東雲しののめくんとリエちゃんがこそこそしていたことは、どうでもいいや。

　アリスたちと遊ぶ約やく束そくと、東雲しののめくんと二人きりの夏祭り！

　夏休みっぽくなってきた！




　待ちに待った週しゅう末まつがやってきた。

　今日はリエちゃんに誘さそわれて、四人で遊びに行く日だ。

　実は、この日のためにお小づかいをキープしておいた。

　カフェとか、買い物とか、みんなで一いっ緒しょにお金をつかう時に、わたしだけ猫ねこグッズで消しょう費ひしていて払はらえない、ということがないように！

　待ち合わせ場所の駅前で、わたしはスマホで時じ刻こくを確かく認にんする。

「四十分も前についちゃった……」

　絶ぜっ対たいに遅ち刻こくしたくない、という気持ちで準じゅん備びをしたら、むしろ早くつきすぎてしまった。

　わたしはひたいの上に右手でひさしを作って空を見上げる。

「いい天気だなあ」

　ぽっかりと浮うかぶ入道雲はまるでソフトクリームのようだ。

【ってゆーか、玲れい香かさあ】

「なに？　なんで急に呼よび捨すてなのよ」

【もう『ちゃん』を付つけなくても、ぼくたちの距きょ離りは縮ちぢまってるからね。そーじゃなくて、なんでスカートじゃないんだよー】

　タロウの言葉に、わたしは昨さく夜やのことを思い出す。

　今日のわたしの服は、肉にく球きゅう柄がらがかわいいＴシャツにデニムのサロペット（猫ねこのポケットがポイント！）、暑いのでキャスケットもかぶって、ひかえめにいって最さい高こうのコーディネートになった。

　最さい初しょはワンピースにしようかと思ったけれど、女子同どう士しなのに気合が入り過すぎかな、と思ってやめた。

　ワンピースは夏祭りの時に着たいし。

　本当は夏祭りには浴衣ゆかたを着たいけれど、一人で着られる自じ信しんがない。

　そんなことを考えていると、「えー、なになにー。玲れい香かはやすぎじゃなーい？」という明るい声が聞こえた。

　顔を上げると、アリスが立っていた。

　バッチリメイクをして、髪かみもカールして、オフショルのトップスに太めのベルト、デニムのショートパンツからのびる長い脚あしにはニーハイソックスをはいて、ギャル感がいつもより増ましている。

　いつもの、いや、いつも以い上じょうに派は手でなアリスの姿すがたにホッとした。

　夏休みに入る前ずっと元気がないようだったから、今日は来ないかも、と心配だったんだ。
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「アリス、体調とか、その大だい丈じょう夫ぶ？」

「うん、大だい丈じょう夫ぶー」

　アリスはそういうと、「心配してくれてありがとね」とニコッと笑わらった。

「ねーねー、最さい近きんさあ、アリス、ハマってるテレビ番組あるんだー」

　アリスが話を振ふってくれた。

「え、なになになになに？」

　うれしさで「なに」がやけに多くなってしまう。まあ、いいか。

「番組のタイトルなんだっけなー。音楽番組でね、司し会かいはお笑わらい芸げい人にんの『東大ボーイ』ってサングラスの人と、それからねー」

　アリスは少しだけ考えてから、「そうだ」と手を叩たたく。

「胡桃くるみ沢ざわあずさが司し会かいしてるのー！」

　うわっ、いやな名前が出たな。

【え、なにその番組？　ぼく観みたことないけど】

　アリスはうれしそうに続つづける。

「毎週、ピアノの生なま演えん奏そうがあって、それがいいんだよねー」

　胡桃くるみ沢ざわあずさはともかく。

　アリスが楽しそうだからうれしい。

【ねー、その番組、今度観みてみようよ】

　タロウの言葉は無む視ししておいた。

　結けっ局きょく、リエちゃんもマミちゃんも待ち合わせの十分前にやってきた。

　電車に揺ゆられること三十分。

　おしゃべりをしながらだとあっという間だ。

　車しゃ窓そうの外の景け色しきは見み渡わたす限かぎりの田園から、いつの間にかビル群ぐんに変かわっていた。

　わたしたちがやってきたのは県けん庁ちょう所しょ在ざい地ち！

　わたしが行ったことがある場所で一番の都会！

　歩く人は多いし、高いビルばかりだし、わたしが住んでいる町とは別べっ世せ界かいのよう。

　しかも、駅前だけでも商しょう業ぎょう施し設せつの入ったビルが何なん棟とうもあり、ビル同どう士しは連れん絡らく通つう路ろでつながっていて、それを通れば、服屋でもインテリアショップでも、雑ざっ貨か屋やでも本屋でもなんでも行ける。

　すべて回るのに一日かかりそうなくらいに、いろいろな店がそろっている場所なのだ。

【おお、ここ久ひさ々びさだなあ】

　タロウも興こう奮ふんしたようにいい、わたしも辺あたりを見回す。

　こういう人の多いところは幽ゆう霊れいも多いのだけれど、今はタロウが憑ついているから大だい丈じょう夫ぶだ。基き本ほん的てきに一度に二人の幽ゆう霊れいに憑つかれることはないから。

　なんだかタロウがいるから安心、みたいな考え方は癪しゃくだけどね。




「うわー。こういう服かわいー。作りたーい」

　リエちゃんが服屋でそんなことをいいながら、大きなリボンのついたブラウスを手に取っている。

「リエちゃんって服、作れるの？」

　わたしが驚おどろいて聞いてみると、リエちゃんは笑わらいながらうなずいた。

「うん。今日わたしがはいてるロングスカートも自分で作ったんだ」

「えっ。すごい。これ作れるの？」

「これは簡かん単たんだよー。今度、玲れい香かにも作ってあげるよ」

　リエちゃんはそういうと、楽しそうにスカートを揺ゆらした。

　すごいなあ、服が作れるだなんて。

「このブラウスなら、大人っぽいメイクが合う。髪かみの毛もゆるくカールするぐらいでよさそう」

　リエちゃんが手に取ったブラウスをながめながら、マミちゃんがそういった。

　二人とも、好すきなことがあって羨うらやましいなあ。

　わたしは好すきなことっていうと、猫ねこと、それから食べることくらいだからね。

　楽しそうなリエちゃんとマミちゃんを見ていて気づく。

　アリスがいない。

　キョロキョロと辺あたりを見れば、アリスはすみっこのほうでスカートを見ていた。

　でも、その表ひょう情じょうはスカートというよりは、どこか遠くを見ているようだ。

　さっきまで元気だったのに、どうしちゃったんだろう……。

【アリスちゃんは、いつもあんな感じなの？】

「ううん。いつもはすっごく明るい子なんだよ」

【へえ、あの様子だと失しつ恋れんかなあ。ぼくが生きてたら慰なぐさめるのになー】

「失しつ恋れんくらいでアリスが落ちこむとは思えないけどね」

【おいおい。失しつ恋れんくらいっていうなよ。玲れい香かだって颯はやてにフラれたら、平気でいられるか？】

「無む理り。無む理り。生きていられない……」

【だろ？　だから失しつ恋れんくらい、ってことはないの。愛あいは生きるエネルギーにもなるから、それを失うしなった時は死にたくなる気持ち、わかるよね】

「東雲しののめくんに別わかれようなんていわれたら死にたくなる……」

【なんかごめん】




　タロウに心の傷きずをえぐられつつ、お昼はファストフード店でハンバーガーのセットを購こう入にゅう。

　店のすぐ前にある公園のベンチに座すわって、ハンバーガーにかぶりつく。

「ねえ、玲れい香かさ、一つでいいの？　いつももっと食べるじゃん」

　リエちゃんの言葉に、わたしはうなずく。

「うん。ポテトとシェイクがあれば、ちょっとは持つと思う」

「でもちょっとなんだ。めっちゃ代たい謝しゃよくない？　うらやま～」

　アリスもリエちゃんもマミちゃんも、わたしがたくさん食べることを、笑わらうこともからかうこともなく、「へー、すごいね」とすんなり受け入れてくれている。

　ありがたいなあ。

　憑つかれているから大食いになる、という真実はまだみんなにいっていない。

　でも、いずれはこの体たい質しつのこと、話す時が来るのかな……。

「あー、お腹なか減へったー！　いっただきまーす！」

　アリスはそういうとハンバーガーに勢いきおいよくかぶりつく。

　いつものアリスだ。

　わたしたちが、ホッとしたようにアリスを見ていると。

　それに気づいたアリスが、目をぱちくりさせながら聞いてくる。

「あれー？　みんなどしたのー？　食べないのー？」

「ううん。アリスが元気だから、なんだかうれしくなっちゃって」とリエちゃん。

　わたしもマミちゃんもうんうん、とうなずく。

「やっぱアリスは笑わらってたほうがアリスらしいね」

　わたしの言葉に、アリスはにっこり笑わらう。

　だけど、その笑え顔がおはいつもとちがうように感じた。

【アリスちゃん、完かん全ぜんに作り笑え顔がおだね】

　タロウの言葉に、「やっぱりそうだよね」と小声でつぶやく。

　笑え顔がおだったアリスも、ハンバーガーを食べ終える頃ころには暗い顔に戻もどってしまった。

「ねぇ、ほんとに、悩なやみがあるなら聞くよー」とリエちゃんがいっても、「悩なやみなんてないよー」と首を振ふるだけ。

「アリスはねー、みんながいてくれて幸せだから、悩なやみなんてなに一つないんだよ」

　アリスはそういうと、ニコッと笑わらった。

　でも、その笑え顔がおはどこか冷つめたく感じる。

　いったい、なにがあったの？

　そんなことを聞けるような空気ではなかった。




　午後三時になると、電車の時間も考えてそろそろ帰ろうか、という話になった。

「でも、結けっ局きょく、ウィンドウショッピングだけになっちゃったね」

　マミちゃんの言葉に、わたしたちは顔を見合わせる。

　そうなのだ。

　せっかくの都会、しかもお店も多い場所なのに、わたしたちは誰だれひとり買い物をしていない。

　お財さい布ふ事じ情じょうもあるけれど、オシャレな服もキラキラしたアクセサリーも、かわいい雑ざっ貨かも、見ているだけで満まん足ぞくしてしまう。

　みんなでこうしてウィンドウショッピングをするだけで、こんなに楽しいとは思わなかった。

「あ、じゃあさ、おそろいでなにか買わない？」

　リエちゃんがそういったので、わたしたちは歩き出す。

　すると、すぐそばにアクセサリーショップがあった。

【やっぱ女の子はアクセサリーが好すきだなあ】

　タロウの口調が妙みょうにおじさんくさい。

「指ゆび輪わ、かわいいね」

「ペンダントもありかな」

　わたしたちは口くち々ぐちにいいながら、ふと一つの棚たなに目を止める。

『恋れん愛あい運うんアップ』とか『金運アップ』と紹しょう介かいされた色とりどりのブレスレットがあった。

　麻あさひもで編あまれていて、ベビーピンク、ラベンダー、白の三色がきれい。

　四つ葉のクローバーのチャームがついたこれは『友ゆう情じょう運うんアップ』らしい。

　わたしたち四人は、まるで示しめし合わせたように友ゆう情じょう運うんアップのブレスレットを手に取る。

　それから顔を見合わせて笑わらい合う。

「アリス、これがいいなあ」

　その言葉に「うん、いいね」とわたしたちはうなずいて、ブレスレットを買った。

【いいなー。ぼくもおそろいのものがほしいなー】

「タロウとおそろいは、なんかいや」

　わたしがそうつぶやくと、アリスがちらっとこちらを見た。

　やばっ！　声が大きかったか。

「おっ、おそろい最さい高こうー！　いえーい！」

　わたしはこぶしを突つき上げて、テンションを高くしてごまかした。

「どうしたの玲れい香か」

「なになに？　玲れい香かだいじょうぶ？」
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　わたしが初はじめて見せるハイテンションに、リエちゃんとマミちゃんが心配してくる。

　恥はずかしい！

【変へんなごまかしかたするからー】

　誰だれのせいだよ！




　電車の中でみんなでブレスレットをつけたり、おしゃべりをしたりするうちに、最も寄より駅についた。

　わたしの家は三人とは逆ぎゃく方向なので、「じゃあねー」と別わかれて歩き出す。

【なんで自転車でこなかったの。熱ねっ中ちゅう症しょうになるよ？】

「ダイエットするんだもん」

【あー。夏祭りのためかー。かわいらしいねえ】

「え、なんで夏祭りのためってわかるの？」

【わかるでしょ、フツー。でも、玲れい香かはべつに太ってないし、そのままでもじゅうぶん、かわいいと思うけどなあ】

　すると、タロウが笑わらいながら続つづける。

【まあ、ぼくは大人っぽいモデルみたいな雰ふん囲い気きの子が好すきなんだけどねー】

「はいはい」

【彼かの女じょもモデルだったしねー】

　どの彼かの女じょよ……。

　そうツッコミを入れてほしいんだろうなあ、と思ったからあえていわない。

　ふと横おう断だん歩ほ道どうの手前に、若わかい女じょ性せいと幼おさない女の子がしずかに立っているのが見えた。

【あれって……】

　タロウが反はん応のうする。

　まさかまたタロウの元カノとかなのか。

　わたしは小さくため息をついて、目の前を見る。

　この道は車通りが激はげしい。

　トラックもよく通るから、幼おさない子がいると危き険けんだ。

　信しん号ごうは青なので、渡わたれるはずなんだけれど。

　そう思って、二人の近くを通ろうとした時。

「あ、すみません」

　女じょ性せいのほうがそういって、女の子を引ひき寄よせ、道をゆずってくれた。

　親子らしき二人は、道みち端ばたに花はな束たばを置おき、手を合わせていたのだ。

　そこには花以い外がいにもお菓か子しとかジュースとかさまざまなものが置おいてあった。

　あそこで誰だれかが事じ故こにあったのだろう。

【ああ、元気そうでよかった】

　タロウがポツリとつぶやく。

「ん？　なに？」

【ああ、いや！　その、この先のコンビニの店員のきれいなお姉さん、元気かなーって思ってね】

「ふーん……」

　聞いて損そんした。

【それにしてもアリスちゃんさ、普ふ段だんは元気な子なら、早くいつもの調子に戻もどってほしいね】

「うん。そうなんだよね」

【落ちこんでいると、悪あく霊りょうに憑つかれやすいっていうしね】

「それって本当なの？　前に憑つかれた幽ゆう霊れいから聞いたことあるけどさー。無む念ねんの死を遂とげた幽ゆう霊れいが寂さびしいという気持ちに飲みこまれると、悪あく霊りょうになって人にとり憑つくって」

【そう。しかも悪あく霊りょうはタチの悪いことに、心が弱っている人間にとり憑ついて操あやつることもあるらしい。そのまま一いっ緒しょに死のう、って魂こん胆たんだとか】

「うわあ、絶ぜっ対たいにとり憑つかれたくない……。ってゆーかタロウ、ずいぶんと詳くわしいね」

【彼かの女じょがその手の話が大だい好すきでさ。デートが心しん霊れいスポットだったこともあるくらいなんだよ】

　アリスみたいな彼かの女じょなんだな……。

「ちなみにさ、タロウって生前は霊れい感かんってあったの？」

【うーん……。幽ゆう霊れいを見たことはないなあ】

「じゃあ、霊れい感かんないってことね」

【霊れい感かんはないけど、ぼくにはかわいい女の子探たん知ち能のう力りょくがあるよ】

　タロウの言葉に呆あきれているうちに、家についた。

　今日は楽しい一日だったなあ。

　でも、アリスのことは気がかりだな……。
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　めちゃくちゃ寝ね不ぶ足そくだった。

　なぜなら今日が夏祭りの日だからだ。

　わたしは、肩かたにリボンのついたデニムのジャケット、その下には白いワンピースをあわせた。髪かみはハーフアップにして、大きなリボンをオン。雑ざっ誌しや動画でおしゃれな服やヘアアレを猛もう勉べん強きょうしたんだ。

　昨夜ゆうべは本当に大たい変へんだったなあ。

　わたしが、夏祭りに着ていく服を選えらんでいると、タロウが横から口を挟はさんできた。

【猫ねこ柄がらなんてダメダメ！　いや別べつに猫ねこがダメなんじゃないよ。デートに猫ねこ柄がらはやめたほうがいいんだって。友だちはＯＫだけどデートって感じじゃないな】

【スイカ柄がらのワンピースねえ。これは夏って感じだけど、なーんか違ちがうなあ】

　そんなふうにセンスにケチをつけられて、ようやくこのワンピースに決まった。

【おお、清せい楚そなお嬢じょうさまって雰ふん囲い気きでいいね！　ただ玲れい香かには似に合あうけど、颯はやてはこういうの好すきかなあ】

　タロウはそういうと、はあ、とわざとらしくため息をついた。

　そんなこんなで、東雲しののめくんが午後六時に迎むかえに来てくれた。

　そこでタロウは爆ばく発はつしたのだ。

【おいおいおい！　颯はやておめー、なんでＴシャツにジーンズなの!?　それ絶ぜっ対たいに近所のコンビニに行く服ふく装そうだろ？　お洒しゃ落れしてこいよ、お洒しゃ落れを！】

　東雲しののめくんのファッションにまでケチをつけて、一人で怒おこりだした。

　わたしにとっては、東雲しののめくんはそのままで十分カッコいいんだけどね。

　すると、東雲しののめくんは顔をしかめる。

「なんだよ、まだこいついるのかよ」

「え、あ、うん。なかなか成じょう仏ぶつしなくて……」

　ここのところ、今日の夏祭りのことしか考えられなくて、タロウの成じょう仏ぶつのことは後まわしになっていた、とはいえない。

　それにタロウもそのことについては、特とくになにもいってこなかった。

　あれ。そういえばわたし、タロウに本名教えてもらってないな。

　いや、まあ夏祭りのあとでいいや！

「まあ、しょーがねえか……」

　東雲しののめくんはガッカリしたように肩かたを落として、それから「行くぞ」といって歩き出した。




　なんだか久ひさ々びさに東雲しののめくんと会うなあ。

　幸せな気持ちで歩きながら、夏の夜の空気を吸すいこむ。

　辺あたりが薄うす暗ぐらくなりかけている。

　こんな時間に歩くのも新しん鮮せんだ。

　わたしはなんだかうれしくなって、こう切り出す。

「ねえ、夏祭りさ、いつも天あま野の川がわ神じん社じゃでやるでしょ」

「ああ」

「天あま野の川がわ神じん社じゃってさ、今修しゅう繕ぜん工事してるけど、雷かみなりが落ちたかららしいよ。それがどうも、神様が町ちょう民みんを守ってくださった、とかうわさになってるって聞いたんだ」

「ふーん。そうなんだ」

　そう返事をする東雲しののめくんは、心ここにあらず、という雰ふん囲い気きだった。

【おい、颯はやて。会話広げる気ゼロだろ】

「おめーとは広げる気はねえな」

【ぼくじゃなくて玲れい香かとだよ】

「つーかさ、なんで『玲れい香か』って気軽に呼よんでんだよ。おめーはこいつのなんなんだよ」

　おお、もしかして東雲しののめくん、ヤキモチ!?

　それならちょっと……ううん、すごくうれしい。

　東雲しののめくんとタロウの険けん悪あくなムードの横で、浮うわついた気分のわたし。

　するとタロウが鼻で笑わらっていう。

【玲れい香かはおれのもの、みたいないいぐさだけど、全ぜん然ぜんかまってない颯はやてが彼かれ氏し面づらできるの？】

「こうして夏祭りに行ってるだろ」

【今まで放ほう置ちだったのに？　連れん絡らくもなしで、八月の半ばまで放っておいて彼かれ氏しなの？】

　やめて、タロウ。

　それはわたしの心がえぐられるやつだから……。

「ちょっと部活が……忙いそがしかったんだよ」

　そう答えた東雲しののめくんの歯切れが悪い。

　なにかを隠かくしているようなそぶりさえある。

【本当に部活かなー？　なあ、玲れい香か】

「えっ。わたしは、わたしは、東雲しののめくんを」

　信しんじてるから。

　そういいかけて、やめた。

　言葉にできなかった。

　だってリエちゃんとの二ふた股また疑ぎ惑わくを思い出したから。

　だけど、聞けない。

　もし、聞いてはぐらかされたら……と思うと怖こわい。

　隣となりを歩いてくれているのに、東雲しののめくんはなんだか遠いんだよ。

【あ、いや、なんかぼく、いい過すぎたね。ごめんね】

　だまりこんだわたしと東雲しののめくんに、タロウがあやまる。

　それから、わたしと東雲しののめくんは特とくに会話もなく学校まで歩いた。




　学校が近づいてくるにつれて、歩いている人も増ふえていく。

　笑わらい声や下げ駄たの音があちこちから響ひびいてくる。

　校門をくぐると、そこはまるで異い世せ界かいのようだった。

　グラウンドをぐるっとかこむように屋台がひしめき合い、その中央にはやぐらがあって、ちょうど盆ぼん踊おどりが始まったところだ。

【うわっ。すごい人だなあ。見つかるかな、これ】

　タロウがポツリとつぶやく。

　なにが見つかるんだ。タロウ好ごのみのかわいい子か？

　そんなふうに思っていると、左手に東雲しののめくんの手が触ふれた。

「行くぞ」

　いつもみたいにそっけなくいうけれど、しっかりとわたしの左手を握にぎっている。

　え、なにこれ、夢ゆめ？

　驚おどろいて東雲しののめくんを見ると目が合う。

　恥はずかしくなって目をそらすと、東雲しののめくんが怒おこったようにいう。

「はぐれると面めん倒どうだからだ！」

　わたしにではなく、たぶんタロウにいったんだろうな。

【いや、ぼくはべつになにもいってないよ？】

「ニヤニヤしてんじゃねーか」

【いつもさわやかな笑え顔がおを絶たやさないイケメンなんだよ】

「とりあえず屋台を全ぜん制せい覇はしよーぜ」

　東雲しののめくんは、タロウの言葉を無む視しして歩き出す。

　わたしの左手は熱あつくなる。

　そういえば東雲しののめくんの手も、すごくあったかい。

　もしかして、緊きん張ちょうしてる？

　そう考えるとわたしもドキドキしてくる。

　ああ、どうか神様。

　手て汗あせをかきませんように！




「定番はやっぱ焼やきそば？　たこ焼やき？　ああ、たい焼やきや今いま川がわ焼やきもあるね。あー。でもかき氷も捨すてがたい！」
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　たくさんの屋台の前で、わたしは悩なやんでいた。

　東雲しののめくんは、わたしの大食いを知っているどころか、憑ついていた時に散さん々ざん見ているから今さら遠えん慮りょをしなくてもいい。

　だからおこづかいが許ゆるす限かぎりは、なんでも食べ放題。

「そういえばさ、たこ焼やきで思い出したけど」

　東雲しののめくんは笑わらいながら続つづける。

「すっげえ数のたこ焼やき、食ってたよな。おれが憑ついてた時に」

「ああ、あったねえ。あの日の晩ばんは、お好このみ焼やきを食べたね」

「そうそう。そのあとはクッキー。こーんなでかいやつをさ、あれには驚おどろいたというよりは、もはや感動すら覚おぼえた」

　東雲しののめくんはそういって笑わらう。

　ああ、よかった。楽しそうにしてくれている。

　タロウは珍めずらしく空気を読んでだまってくれているのか……。

【あー。あの浴衣ゆかたの女の人めちゃくちゃきれいじゃん】

　女の人を観かん察さつしていた。

　わたしは屋台しか視し界かいに入っていないけれど、タロウは前を通り過すぎる女じょ性せいにしか目がいっていないようだ。

「そういえばさ、花火って十九時からだったよな」

　東雲しののめくんの言葉に「うん、たぶん」と答えると、突とつ然ぜんタロウが割わりこんでくる。

【花火なら屋上がいい！　屋上で見よう！】

「なんだよ急に」

「どうしたのよ」

【いや、それがぼくの成じょう──】

　タロウがそこまでいいかけた時。

「あっ。東雲しののめ。来てたのか」

　男子が声をかけてきた。

　数人の男子がいて、その中には高たか井い戸どくんもいる。

　背せが高い人が多いからバスケ部の仲なか間まなのかな。

　途と端たんに、東雲しののめくんはわたしの手を振ふり払はらうようにいきおいよく離はなした。

「ああ。お前らも来てたのか」

　東雲しののめくんはそういいながら、彼かれらのほうへ。

　なにやら楽しそうに話している東雲しののめくん。

【あんなに慌あわてて手を払はらうことないのになあ】

　タロウの言葉に、ちょうちんや屋台のあかりで照てらされた東雲しののめくんの横顔を見る。

　やっぱり男子といるほうが楽しいのかな。

　わたしと来たくなかったのかな。

　手をつないでくれて浮うかれていたけれど。

　それも本当にはぐれないため、だったのかも。

　すると、高たか井い戸どくんがわたしのほうを見ていう。

「彼かの女じょとデートだったのに、あんまりぼくらが邪じゃ魔ましちゃダメだね～」

【あの背せの高い子のほうが、颯はやてよりも女心わかってんな】

　タロウの声は、東雲しののめくんにも聞こえただろう。

　東雲しののめくんは、わたしに背せをむけてこういう。

「別べつにデートじゃねーし」

　その言葉に、足元がガラガラと崩くずれ落ちていくようだった。
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　ああ、そうか。デートじゃないのか。

　じゃあ、これはなに。

　わたしが頼たのんだから付つき合ってくれただけなの？

　ショックを受けて、わたしはふらふらと歩き出す。

【おい！　颯はやて！　追いかけろよ！】

　タロウが叫さけんでいる声が、やけに遠くで聞こえる気がした。

【颯はやて！　なんで追いかけてこないんだよ！】

　わたしはいつのまにか走り出していた。




　気づけば校こう舎しゃの前に立っていた。

　無む意い識しきのうちに人が少ない場所に来てしまったらしい。

　昇しょう降こう口ぐちの前の階かい段だんにしゃがみこんだ。

　どうしようかな、一人で回る気にはならないな……。

　これからわたし、どうしたらいいんだろう。

　もう東雲しののめくんとは、会ったり連れん絡らくしたりしないほうがいいのかな。

　だって無む理りやりわたしに付つき合あってくれてるだけ、なんでしょ？

　思わず涙なみだがこぼれる。

【玲れい香か……】

「あれー。玲れい香かじゃん」

　その声に顔を上げると、きれいな女の子が立っていた。

　よくよく見れば、それはアリスだった。

　ナチュラルメイクで、長い髪かみをおだんごにまとめている。ショート丈のトップスにゆったりとしたパンツをあわせ、足元もシンプルだ。今日はやけに大人っぽい服ふく装そうだけど、頭の大きなリボンを見ると、アリスっぽくてなんだか安心する。

【クララ……。いや、ちがうか】

　タロウがポツリとつぶやく。

　クララ？　どこかで聞いたことがある名前。

「アリス、来てたんだね」

「うん。リエとマミと来たんだけどねー。玲れい香かは東雲しののめくんと来るって聞いてたからー」

　アリスはわたしの隣となりに腰こしかけて、それから続つづける。
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「二人とはぐれちゃってー」

「え、探さがしなよ。電話してみたら？」

「うん。そうしようと思ったところに、玲れい香かがいたから」

　そういったアリスは、ぼんやりと遠くを見つめる。

「東雲しののめくんと一いっ緒しょじゃないのー？」

「え、あ、うん。ちょっとわたしも、はぐれちゃって」

【まあ、そういうしかないよね】

「じゃあ、今は一人ってこと？」

　アリスはそういうと、わたしの瞳ひとみをじっと見つめる。

　それから辺あたりをキョロキョロと見回して、声のトーンを落とす。

「あのね、アリスね」

「うん」

　アリスのきれいな赤い唇くちびるが、ゆっくりと動く。




「人を、殺ころしたの」
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「……えっ」

　その言葉の意味がよくわからなかった。

　理り解かいできない、というよりは、理り解かいをしたくない。

　アリスが、人を殺ころした？

　わたしをからかってるだけだよね？

「やだなあ。悪い冗じょう談だんやめてよ、アリス」

　わたしがそういうと、アリスは突とつ然ぜん、立ち上がる。

　それから校こう舎しゃのほうをじっと見つめた。

【アリスちゃんって、もしかして……】

「ねえ、聞こえない？」

　アリスの言葉に首をかしげる。

「なにが？」

　まさかタロウの声が聞こえた？

　アリスにまで霊れい感かんがそなわったんだろうか。

　そんなことを考えていると、アリスがまた校こう舎しゃのほうへと視し線せんをむける。

「『おいでよ』って。やっぱり聞こえた……」

　アリスはつぶやくようにいうと、校こう舎しゃのほうへと歩き出す。

「ちょ、ちょっとアリス！」

　わたしの声なんて聞こえていないようで、アリスは校こう舎しゃの中へ吸すいこまれるように消えた。




　夜の学校なんて絶ぜっ対たいに入りたくない。

　それは幽ゆう霊れいとは関かん係けいなくて、暗くて不ぶ気き味みだから。

　でもアリスを連つれ戻もどさないと！

　肝きも試だめしや七なな不ふ思し議ぎが好すきなアリスだから、そういう気分で校こう舎しゃに入ったのかもしれないけれど。

　でも、なんだか胸むな騒さわぎがする。

　アリスを一人にしてはおけない。

　なにより「人を殺ころしたの」という発言の意味が気になる。

　やっとのことでアリスを見つけた時、彼かの女じょはふらふらと二階の廊ろう下かを歩いていた。

　まるで酔よっぱらいのようだ。

「アリス！　戻もどろう！」

　わたしがうでをつかんでも、それを無む言ごんで振ふり払はらってしまう。

【なんか、アリスちゃん、おかしくないか？】

　タロウの言葉に、わたしも同意見だ。

　ふらふらと歩くアリスからは、どうも自分の意思が感じられない。

　まるで誰だれかに操あやつられているような……。

　そこでふと思い出す。

　さっきアリスは「おいでよ」という声が校こう舎しゃから聞こえた、といっていた。

　わたしには、その声は聞こえなかったし、今の意思の感じられない歩き方。

「まさか、アリスがとり憑つかれたのかも……」
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【とり憑つかれたって、悪あく霊りょう!?】

「そう。アリスはなにかに悩なやんでいるみたいだったから、悪あく霊りょうが入りこみやすい心の隙すきもあるし……」

　ここ三み途とノの川かわ中ちゅう学がくは、病院の跡あと地ちに建たてられたので幽ゆう霊れいが集まりやすい。

　その中に悪あく霊りょうがいたっておかしくないかも。

　悪あく霊りょうかもしれない、と思うとわたしの中で焦あせりが生まれた。

　わたしがなんとかしなきゃ……！

　とりあえずアリスに思いきり抱だきついて、その歩みを止めようとする。

　でも、アリスは意に介かいさず、どんどん進んでいく。

　進む方向には階かい段だんがあった。

「ダメだ、階かい段だんでこんなことしたら、アリスもわたしも落ちて怪け我がしちゃう」

【とりあえず、悪あく霊りょうがアリスちゃんをどこへむかわせているんだか知らんが、ぼくたちは、後をついていくしかなさそうだ】

「そうだね……。悪あく霊りょうじゃなくて、ただ幽ゆう霊れいがいたずらに操あやつっているだけ、ならいいんだけれど」

【ああ、ぼくもそう祈いのってるよ】




　まさかアリス（の体を操あやつっている悪あく霊りょう？）は屋上へむかってるんじゃ……。

　わたしの悪い予想は当たっていた。

　屋上に出て、まわりをかこうフェンスの方へむかっていくアリスを、わたしは今度こそ必ひっ死しで止める。

「力強つよっ！　ビクともしない」

【悪あく霊りょうの意い志しの力がそれだけ強いってことかもな。ねえ、玲れい香か、アリスちゃんの髪かみの毛、引っ張ぱってみてよ】

「ええー？　なんで今っ!?」

　止めるつもりがアリスに引きずられているわたしは、抗こう議ぎの声を上げる。

【ぼくはこんな時に冗じょう談だんをいうほど、子どもじゃないよ】

　試ためしにアリスの髪かみを引ひっ張ぱってみた。

　すると、アリスの動きがぴたっと止まる。

「やだっ！　マミが結むすんでくれた髪かみの毛なんだから引っ張ぱらないで！」

「ご、ごめん……。って、アリス！」

　怒おこったアリスは、いつものアリスだった。

　ホッとしたのも束つかの間ま。

「だめ。とまらないで。いっしょに、しぬんだから……」

　突とつ然ぜん、アリスがそういった。

　でも、その喋しゃべり方はぎこちなくて。

　いつものアリスだとは思えない。

【やっぱり。まだアリスちゃんの意い志しと、憑ついた悪あく霊りょうが葛かっ藤とうしている状じょう態たいってことだね】

「じゃあ、アリスの意い志しが勝てば、悪あく霊りょうは出ていくってこと？」

【そう。だからアリスちゃんの意い志しが勝ちそうな……。彼かの女じょが大事にしているものに触ふれたり奪うばうふりをしたりして、アリスちゃんの意い志しを外へむけさせるといい】

　わたしはタロウのアドバイスで、アリスの髪かみを引ひっ張ぱる。

　そのたびにアリスは立ち止まり、「もー！　本当に怒おこるよー！」と正気に戻もどってくれる。

　これならいけるかも。

【彼かの女じょが得とく意いげに話してた、悪あく霊りょうに憑つかれた時の対たい処しょ法ほうが役に立つ時がくるとはね】

「ああっ！　ちょ、アリス！」

　アリスは突とつ然ぜん、走り出し、フェンスによじ登ろうとする。

「もうしにたい。はやくしにたい」

　アリスの言葉に、わたしは彼かの女じょのうでを引ひっ張ぱる。

　アリスがつけていたブレスレットがわたしの指に触ふれ、途と端たんに彼かの女じょの動きが止まった。

「やめて！」

　アリスはそういうと、思い切りわたしを突つき飛とばす。

　尻しりもちをついたわたしに、【大だい丈じょう夫ぶか？】とタロウが声をかけてくる。

　わたしは痛いたみに顔をゆがめつつ、立ち上がった。

　アリスは、どんどんフェンスをよじ登っていく。

　このままではフェンスを越こえて、そのまま下へ……。

　悪あく霊りょうはそうするつもりだ。

　いっしょに死ぬつもりなんだ。

　でも、悪あく霊りょうには力では勝てないのは実感している。

　じゃあ、どうしたらいい？

「タロウ、悪あく霊りょうを退たい治じする良いい方ほう法ほう、他にはない？」

【ええ!?　さすがにぼくもそんなに知らないよ！】

　わたしはそこで必ひっ死しで考えた。

　悪あく霊りょうは心の隙すきに入りこんでくる。

　それなら、その隙すきを埋うめるのが対たい処しょ法ほうだろう。

　じゃあ、やることは一つしかない。

　アリスの「人を殺ころした」という発言の真相を聞いて、寄より添そってあげること。

　でももしアリスのいっていることが本当だとしたら……ううん、そんなはずない！

　覚かく悟ごをきめたわたしは大きな声でいう。

「アリス、さっき、人を殺ころしたっていってたの、うそだよね？」

　すると、アリスの動きが止まる。

　ちょうどフェンスの一番てっぺんだ。

　わたしはごくりと唾つばを飲みこんで続つづける。

「わたしには、アリスみたいな良いい子が人を殺ころすなんてできないと思うの！」

　アリスの右足が動く。

「わたし、アリスのこと、信しんじてるよ！」

　そういってわたしは、自分の左手のブレスレットをアリスに見せる。

　すると、アリスの動きがぴたりと止まった。

【玲れい香かの言葉がアリスちゃん自身に届とどいたのかも！】

「うそじゃないの！　アリスのせいで、お姉ちゃんの彼かれ氏しが死んじゃったの」

　アリスの顔が、涙なみだでぐちゃぐちゃになっているのは、グラウンドの明かりでよくわかる。

　それからアリスは、ぽつりぽつりと話し始めた。





　前にも話したよね、アリスにお姉ちゃんがいるってこと。




　神かん田だ川がわクララっていうんだけど、ファッション雑ざっ誌しでモデルをしてるんだよ。




　自じ慢まんのお姉ちゃんなんだ。
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　お姉ちゃんに最さい近きんできた彼かれ氏しが、とんでもないクズ男だってことも話したっけ。




　彼かれ氏しの名前は、相あい田だ瑠る偉い。




　アリス、お姉ちゃんのことが心配になってね、相あい田だ瑠る偉いのこと、調べたんだ。




　マミにいつもとちがうメイクをしてもらって、変へん装そうして尾び行こうをしたこともあるの。




　そしたら、泣なかされた女子がいっぱいいるって知ってさ……。




　でも、お姉ちゃんがうれしそうなのに、別わかれてほしいなんていえないでしょ。




　先月、相あい田だ瑠る偉いとのデート当日に、お姉ちゃん、高こう熱ねつで入院したんだ。肺はい炎えんだった。




　お姉ちゃん、その時に家にスマホを忘わすれていってね。




　アリス、お姉ちゃんのスマホで、相あい田だ瑠る偉いに『今日は行けない』って送っちゃったんだ……。




　これでデートをドタキャンされたと思って、それでケンカになって二人が別わかれちゃえばいいって思ったの。




　だけど、その日の夕方のニュースで知ったんだ。




　相あい田だ瑠る偉いがトラックにひかれて死んじゃった、って。




　親子を助けたんだって。




　相あい田だ瑠る偉いがそんなことするわけないって思って、同どう姓せい同どう名めいのちがう人だろうって最さい初しょは思ったんだ。




　でも、同一人物だった。




　アリスがあんなメッセージを送らなかったら、時間通りに待ち合わせ場所に行ってたら、事じ故こにあわなかったのかもしれない。




　アリスが意地悪したから。




　別わかれちゃえばいいって思ったら、二度と戻もどってこなくなった……。




　こんなこと、お姉ちゃんにも、玲れい香かにもリエにもマミにも、誰だれにもいえるわけないじゃん。




　アリス、最さい低ていなことしたんだよ……。






　話し終えたところで、アリスがフェンスの上でまただまりこんだ。

　だめだ、これじゃあまた悪あく霊りょうの意い志しが勝っちゃう！

　そう思った瞬しゅん間かん。

【アリスちゃん。やっぱり君は、クララの妹だったんだね】

「えっ？　まさかタロウって」

【そうだ。ぼくの本当の名前は、相あい田だ瑠る偉い】

「タロウが、相あい田だ瑠る偉い!?」

　すると、アリスが驚おどろいたようにこちらを見る。

　わたしは必ひっ死しでこういう。

「あの、その、えーっと、いろいろな事じ情じょうがあって、ここに、その、相あい田だ瑠る偉いさんの、幽ゆう霊れいが、いるんだよね」

「えっ!?　うそ!?　なんでええええええ!?」

　アリスの声は、叫さけび声に近かった。

【玲れい香か、とりあえず、ぼくの言葉をそのまま伝つたえてくれ】

「わかった」

【ぼくは、あの日、なかなか待ち合わせ場所に現あらわれないクララを心配してた。でも、もしかしたら日にちを勘かん違ちがいしているかな、とも思ったんだ】

　わたしはそのままタロウ──相あい田ださんの言葉をアリスに伝つたえる。

　最さい初しょはオロオロして顔も真っ青なアリスだったけれど、クララという名前が出て少しホッとしたらしい。

【そうしたら、クララのお母さんが、ぼくに連れん絡らくをくれたんだ。だからぼくはすぐに病院にむかった。普ふ段だんはつかわない裏うら道みちを行って、とにかく急いだ】

「そうだったんだ……」

【その時に、ぼくはトラックが親子に突つっこんでいくのを見た。気がつくと体が反はん射しゃ的てきに動いていたんだ】

　アリスがうつむいた。

　わたしもなにもいえなかった。

【だから、ぼくは君の送ったメッセージを見ていないんだよ】

「そうなの……？」

「じゃあ、アリスが相あい田ださんを事じ故こにあわせたわけじゃないんだね」

　わたしの言葉に、相あい田ださんが力強くいう。

【アリスのせいじゃない。絶ぜっ対たいにアリスのせいじゃない】

「そっか……。アリスのせいじゃ、ないんだ……」

　アリスはそういうと、フェンスからふらふらと降おりてきた。

　降おりてきたアリスは自分の両手を不ふ思し議ぎそうに見つめ、「えっ！　なんでアリス手が汚れてるの!?　それに屋上にきた記き憶おくないんだけど？　なんで……!?」とブツブツとつぶやいている。

　どうやら悪あく霊りょうにとり憑つかれていたことは、はっきり覚おぼえていないらしい。

　よかった……。

　これでアリスは元に戻もどった。

　悩なやみの根こん本ぽん原げん因いんがなくなったんだ。

　そこで、ふっと東雲しののめくんのことを思い出す。

　東雲しののめくん、わたしのこと追いかけてこないな。

　やっぱりわたしのことなんか、なんとも思ってなかったんだ。

　そう思った瞬しゅん間かん。

【それじゃあ一いっ緒しょに死のうか】

　頭の中で声が聞こえた。

　タロウ……いや、相あい田ださんの声じゃない。

　知らない人の声。

　体はずっしりと重い。

　うそ、わたし、悪あく霊りょうにとり憑つかれた!?

　相あい田ださんがまだ成じょう仏ぶつしてないのに!?

　ってゆーか、二人の幽ゆう霊れいにとり憑つかれた!?

　そんなまさか、でも……。

　そこでふっと意い識しきが途と切ぎれる。

【おい、玲れい香か！】

　相あい田ださんの声で我われに返ると、わたしはいつの間にかフェンスによじ登っていた。

　下を見ると、オロオロしているアリス。

「玲れい香かぁぁぁ！　どうしちゃったのぉぉぉぉ!?」

【悪あく霊りょうのやつ、ものすごい意い志しの力でアリスちゃんじゃ止められねえ！】

「でも、でも、わたし」

【玲れい香かの心の隙すきはなんだ？　颯はやてのことか!?】

「うん。そう。でも、もう無む理り。しぬしかない」

　知らないうちに、そう言葉を発していた。

　フェンスをさらに登る。

　ああ、もうすぐてっぺんだ。

　なにもかも終わらせられる。

　そうだ、一いっ緒しょにいこう。

　三人まとめて天てん国ごくへ。

　それなら寂さびしくないよね……。

　その瞬しゅん間かん。

「天あま国くに！」

　屋上のドアが勢いきおいよく開いて、聞き慣なれた声がした。

　わたしはハッと我われに返り、声のしたほうを見る。

　そこには東雲しののめくんがいた。

「なにしてんだ！　降おりて来い！」

　東雲しののめくんが必ひっ死しに叫さけぶ。
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　わたしは泣なきそうになりながら聞いてみる。

「ねえ、東雲しののめくん！　今日はわたしと、デートじゃないの？」

「デートだろ、どー考えても！」

「さっきデートじゃない、っていってた！」

「高たか井い戸どたちの前では、そういうのは照てれくさいんだよ！」

「わたし、東雲しののめくんの彼かの女じょなの!?」

「当たり前だ！」

「本当に!?」

「おれは天あま国くにのこと、だっ、大だい好すきだから！」

　その言葉に、ふっと体が軽くなる。

　悪あく霊りょうが体から抜ぬけた感かん覚かくがした。

　それと同時に体の力がふっと抜ぬける。

　フェンスから手が離はなれる。

　落ちる。

【うわっ】
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　相あい田ださんが小さく叫さけんだ。

　わたしは恐きょう怖ふで目を閉とじる。

　せっかく悪あく霊りょうが出ていったのに。

　アリスの悩なやみがなくなったのに。

　東雲しののめくんから大だい好すきっていってもらえたのに。

　死にたくないよ！




　まわりの景け色しきがスローモーションの映えい像ぞうみたいに見える。

　すると、東雲しののめくんは、「天あま国くにっ！」と叫さけんで、地面を勢いきおいよく蹴けった。

　信しんじられないくらい高くジャンプをした東雲しののめくんが、空中でわたしの体を抱だきかかえた。

　そのままわたしは東雲しののめくんと一いっ緒しょに落ちていく。

　東雲しののめくんのにおいや体温につつまれて、不ふ思し議ぎと怖こわさは感じなかった。

　そしてふたりで、着地した。

　東雲しののめくんは、わたしの顔をのぞきこんでこういう。

「けがはないか？」
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「うん。大だい丈じょう夫ぶ。ありがとう。東雲しののめくんは大だい丈じょう夫ぶ？」

「大だい丈じょう夫ぶ」

【こーんなところで抱だき合っちゃてー】

　相あい田ださんの言葉に、ふと気づけばわたしは東雲しののめくんにお姫ひめさま抱だっこされたまま座すわりこんでいた。

　わたしと東雲しののめくんはあわてて離はなれる。

　すると泣なきさけぶアリスの声がした。

「玲れい香かああああ死んじゃやだああああああああ」

「アリス、わたし生きてるから」

「よかったああああああああ」

　アリスはわたしに抱だきついてきた。

　ああ、アリス、すっごく心配してくれたんだ。

「ありがとう、アリス。東雲しののめくんのおかげで、ケガもないみたい」

「そりゃ、彼かれ氏しだからな」

　東雲しののめくんはわたしの肩かたに手を置おいてそういった。

　肩かたが熱あつくなる。胸むねがドキドキする。

　どこまでカッコいいんだろう、この人。

　その時、ドーンと大きな音が聞こえた。

【はじまったみたいだな】

　相あい田ださんがそうつぶやき、夜空に視し線せんをむけると、大たい輪りんの花がぱっと咲さき、消えた。

　花火大会が始まったのだ。

「よいしょ、っと」

　誰だれかが屋上の扉とびらを開けて入ってきた。

　ピンク色の浴衣ゆかたを着たものすごくきれいでスタイルの良いい女じょ性せい。

「お姉ちゃん！　どうしたの!?」とアリス。

　どうやらアリスのお姉さんのようだ。

　確たしかに一人でこんなところに来るなんて、どうしたんだろう？

　クララさんは少し寂さびしそうに笑わらっていう。

「だって、今年の花火大会はここで見ようね、って瑠る偉いと約やく束そくしてたから」

【クララ！】

　すると、ふっと体が軽くなる。

　目の前には、線の細い整った顔立ちの男だん性せいが立っていた。

　相あい田ださんだ。

「初はじめから本名を教えてくれれば、こんなにややこしいことにはなっていなかったんだけどなあ」

　わたしがそういうと、相あい田ださんは照てれくさそうに笑わらう。

「だってさ、人助けで死んだっていうの、なんかカッコ悪いし」

「まー、気持ちはわかる」

　東雲しののめくんがそういってうなずいた。

　相あい田ださんは、「だよなあ？」と東雲しののめくんに笑わらいかけて続つづける。

「本名を教えなかったのは、ごめんな」

　そして、まじめな顔になってこう続つづける。

「ぼくはどうしても、この花火大会にクララと来たかったんだ。それまでは絶ぜっ対たいに成じょう仏ぶつするわけにはいかなくてさ」

　相あい田ださんはクララさんのほうに視し線せんをむける。

　アリスとクララさんは、口をぽかんと開けてわたしと、それから相あい田ださんを見ていた。

「あのう。その、瑠る偉いがここにいて、しかもあなたたちと話をしてるところ、もしかして、わたしにしか見えていない？」

「大だい丈じょう夫ぶです、クララさん。たぶん、今、相あい田ださんはここにいる全員に見えていますから」

「うそ」

　アリスはそうつぶやいて、目を大きく見開いて相あい田ださんを見た。

　それから意を決したかのようにこぶしを握にぎり、頭を下げる。

「相あい田ださん、ごめんなさい！」

　すると、相あい田ださんは優やさしく笑わらっていう。

「ぼくのほうこそごめんな。アリスちゃんとも仲なか良よくしたかったよ」

　頭を下げたままのアリスの目から大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれる。

　クララさんも涙なみだを流していた。

「クララ、夏祭りに一いっ緒しょに行く約やく束そく、守ってあげられなくてごめんな」

　相あい田ださんの言葉に、クララさんは首を横に振ふる。

「ううん。守ってくれたじゃない。一いっ緒しょに夏祭り、来てるよ」

「クララと一いっ緒しょに花火を見る、っていう約やく束そくを果はたしたいがために、玲れい香かにも颯はやてにも迷めい惑わくかけちゃったけどな」

「そんなの別べつにいいよ」

　わたしに続つづいて、東雲しののめくんもいう。

「気にすんな。天あま国くにを助けてくれて、ありがとな」

　東雲しののめくんはそういうと、まっすぐ相あい田ださんを見た。

「玲れい香か、ありがとな。颯はやてもかっこよかった。もう成じょう仏ぶつできるよ」

　相あい田ださんがにっこりと笑わらう。

「わたし、なんにもしてないけどね」

　わたしと東雲しののめくんは屋上のドアをしずかに閉しめた。
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「なんか本当にごめん」

　スマホの明かりを頼たよりに、校こう舎しゃの中を進みながら、東雲しののめくんが何度もあやまってくる。

「いいよ、もう」といいかけて、わたしはこの際さい、聞きたいことは全部、聞いておこうと思った。

「ねえ、なんでリエちゃんとこそこそしてたの？　あ、あと夏休みは会えないってなんで？　東雲しののめくん、なにか隠かくしてない？」

　わたしが矢や継つぎ早ばやに質しつ問もんをすると、東雲しののめくんは「ああ」とつぶやいてからいう。

「それを解かい決けつするものがあるから、早く校こう舎しゃを出よう」

「えっ!?　今教えてよ、なんかモヤモヤする」

「やだよ、こんなところで！」

　そういって東雲しののめくんがわたしを急せかす。

　校こう舎しゃを出たその時だった。

　ずしっと体が重くなる。

　えっ、憑つかれた？

　そう思っていると、東雲しののめくんがいう。

「なんかくたびれたおっさんの幽ゆう霊れいだ」

【お久ひさしぶりですー。玲れい香かちゃん、おじさんのこと覚おぼえてる？】

　聞き覚おぼえのある声だ。

「えっ？　鈴すず岡おかさん!?　お久ひさしぶりです、ってゆーか、また戻もどってきたの？」

【ちがう、ちがう。お盆ぼんだからだよー。ここの学校ね、お盆ぼんの時の通り道なんだよ】

「えっ、そうなんですか？」

【そうそう。玲れい香かちゃんのことは、いっぱい怖こわがらせちゃったから、一度はあやまらなきゃと思ってね。会えてよかった】

　ちなみに鈴すず岡おかさんは、わたしが初はじめてとり憑つかれた幽ゆう霊れいだ。

　妻つまを探さがしてほしい、といわれたんだけれど、その方かたも実は亡なくなっていた。

【妻つまとは天てん国ごくで穏おだやかに過すごしているよ。ありがとうね】

　すっと幽ゆう霊れいが出ていく感かん覚かくがあり、それからまたすぐに体が重くなる。

【あら、天あま国くにさん、彼かれ氏しできたのね】

【おれたちの仲なかの良よさには敵かなわないんだろうけどね】

「飯いい田だ先せん輩ぱいと御み手た洗らい先せん輩ぱいだ。二人で一人か、ってぐらいにくっつているな」

　東雲しののめくんの言葉に「ああ、だろうねえ」と納なっ得とく（二人については『とっとと成じょう仏ぶつしてください！①』を読んでね！）。

　今までわたしが成じょう仏ぶつを手て伝つだってきた幽ゆう霊れいたちが次々やってきて、体を通り抜ぬけていく。

　本当にここ、幽ゆう霊れいの通り道なんだ……。

　こんなの初はじめてで戸と惑まどうけれど、みんな元気そう（？）で良よかった。

【下げ僕ぼく……いや、玲れい香かよ。久ひさしぶりだな】

　その声に、東雲しののめくんが首をかしげながらこういう。

「なんか男子高校生っぽい見た目」

　ああ、じゃあ魔ま王おうか。

　魔ま王おうといってもそれは自じ称しょうで、中二病の男子高校生なんだけど。

「魔ま王おうさま、お久ひさしぶりでございます」
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【そんなに丁てい寧ねいに話す必ひつ要ようなどない……。オレ様が間ま違ちがっていたんだ……】

「え!?　なに？　天てん国ごくでなんかあったの？」

【そうではない。オレ様がいかに井いの中の蛙かわずだったのかを思い知らされただけだ……】

　魔ま王おう、すっかり萎い縮しゅくしちゃってる。

　なにがあったか聞けないまま【元気でな】といい残のこして去っていった。

　こうしてわたしは、みんなが無ぶ事じに成じょう仏ぶつできたことを再さい確かく認にんした。

　みんなの心こころ残のこりをなくす手て伝つだいをしてきたことは、大たい変へんだったけれど、良よいことだったんだ。

　幽ゆう霊れいたちのためだけじゃなく、きっと残のこされた家族のためにもなっているはず。

　家族──ふと、娘むすめを思い泣ないていた女じょ性せいの姿すがたが頭に浮うかんだ。

　そして、その場から動けなくなった。

　カメリアに憑つかれていない。

　どうして!?

　成じょう仏ぶつできていない？

　それとも、わたしに憑ついていやな思いをさせちゃった？

　そんなことを考えてうつむくと、わたしの顔をのぞきこんだ東雲しののめくんがいった。

「カメリアは成じょう仏ぶつした。おれもこの目で見たんだ。なにか事じ情じょうがあってお盆ぼんに帰ってこない、ってこともあるんじゃねーの？」

　東雲しののめくんの言葉に、「そうだよね」と自分にいい聞かせて二人で歩き出した。




　いつの間にかつないだ手は、どんどん熱ねつを帯おびていく。

「ねえ、さっきの全部解かい決けつするものってなに？」

　だまったままの東雲しののめくんがむかう先は校門だ。

「え、帰るつもり？　わたし、まだなんにも食べてないんだけど」

「いや、人ひと気けのない場所を探さがしてるだけだ」

　東雲しののめくんの言葉に、わたしの心しん臓ぞうが飛とび上がる。

　え、それってどういうこと？

　まさか人ひと気けのないところへ行って……。

　ええええええ、なになに!?

　なにがあるの─────。

　とまどいとうれしさでパニックになっていると、すぐ隣となりを若わかい夫ふう婦ふが通り過すぎた。

【あっ！　お二人さん、やっほー！　仲なか良よしだねえ】

　その声にわたしと東雲しののめくんは思わず立ち止まる。

「「カメリア!?」」

　女じょ性せいのお腹なかのほうから、声が聞こえた。

　そのお腹なかはふくらんでいる。

【えっへへー。転生ってやつよー。次は青春しまくるぞー！】

　わたしと東雲しののめくんは顔を見合わせる。

【二人とも、ありがとね───！　あーいしてるぜ───】

「元気だね」「元気だな」

　わたしと東雲しののめくんは、同時にそういって笑わらいあいながら、校門をくぐった。




「夏祭りには、すぐに戻もどるから安心しろ」

　人ひと気けのない路ろ地じ裏うらに来ると、東雲しののめくんは立ち止まってそういった。

　それからポケットをガサガサやりながらいう。

「おれもさ、手て相そう占うらないのフリして指のサイズを調べてみようと思ったんだけど、今だって時にあんたが瑠る偉いに憑つかれるし」

「え、なんのこと？」

「香か月づきに、ちょっと手て伝つだってもらって、ほら、ストローの袋ふくろ、指に巻まかれただろ？」

「ああ、占うらないだっていって、リエちゃんにそんなことされたなあ」

「実は、これのためだ」

　わたしの右手を東雲しののめくんが取り、薬指になにかをはめた。

　よくよく見れば、それはシルバーの指ゆび輪わ。

　指ゆび輪わには細かい模も様ようがほられていて、とってもきれい。

「これって」

「天あま国くにの指に巻まいたストローの袋ふくろを、アクセサリーショップに持っていけば、サイズがわかるって香か月づきから聞いてさ」

「リエちゃんがそんなこといったの？」

「前に天あま国くにのクラスに行ったら、香か月づきが話してる声が聞こえて。香か月づきのお兄さんがサプライズで彼かの女じょに指ゆび輪わを渡わたしたって話してて、それでどうやったのか聞いてみたんだ」

「ああ、なーんだ。そういうことかあ……」

　うれしいより先に安心したわたしは、その場にしゃがみこみそうになる。

　二ふた股またとか心配して損そんした！　そしてリエちゃん疑うたがってごめん！

「幽ゆう体たいの時に天あま国くにには世話になったし、お礼もしたかったから。うち、店やってるんだけど、その手て伝つだいをすればお金はどーにかなるかな、と思ってな」

　そういうと、東雲しののめくんは首元からなにかを取りだす。

　それはネックレスで、チェーンには指ゆび輪わがついていた。

　わたしにくれた指ゆび輪わよりも黒色が強きょう調ちょうされたデザインだけど、ペアリングだということはわかる。

　それに、よく見ると、どちらの指ゆび輪わにも真ん中にさり気なく、猫ねこの顔の模も様ようがあった。

　東雲しののめくんが、これを選えらんでくれたんだ！

　途と端たんに胸むねがキュンとする。

「あーあ。部活と店の手て伝つだい、大たい変へんだったなー」

　そういって横をむいた東雲しののめくんの耳は、暗い中でも真っ赤だとすぐにわかった。

「ごめん。でも、ありがとう。わたしもなにかお返ししなきゃね」

「うーん。お返しかあ。とりあえずさ」

　東雲しののめくんはにっこりと笑わらってこう続つづける。

「東雲しののめくんじゃなくて、颯はやてって呼よんで」

「え」

「なんだよー。彼かの女じょなら下の名前で呼よんでくれるだろー？」

「じゃあ、東雲しののめくんだって玲れい香かって呼よんでよ！」

「指ゆび輪わのお返しってことなら、天あま国くにが先だろー？」

「そ、それもそうだね」

　ずっと東雲しののめくんと呼よんでいたから、めちゃくちゃ照てれくさい。
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　ってゆーか、そもそもごんべえから東雲しののめくん、って呼よび方を変かえるのも恥はずかしかったのに……。

　でも、ちゃんといわなきゃね。

　わたしがすうっと息を吸すって、口を開く。

「は」

　その時だった。

「えー！　胡桃くるみ沢ざわあずさがー!?」

「そうそう！　さっきネットニュースに出てたの！」

　通りすがりの女子二人の会話が、人ひと気けのない路地に響ひびいた。

　いやな名前聞いちゃったなあ。

　いいところだったのに。

　ちょっと落ちこんでいると、さらに女子が続つづけた。

「胡桃くるみ沢ざわあずさが、殺さつ人じん事じ件けんに関かかわってるんだって！」

　わたしと東雲しののめくんは、思わず顔を見合わせる。

　お祭りのにぎやかな音だけが、辺あたりに響ひびいていた。
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　どうぶつたちとほのぼの島ライフを楽しむゲームに、現げん在ざい進行形でハマっております。

　数日前に別べっ荘そうを作った数が三百になりました。

　こうして、ゲームを楽しめる心のゆとりがあるのも、刊かん行こうが順じゅん調ちょうなおかげですね。

　……というわけで、『とっとと成じょう仏ぶつしてください！②』が無ぶ事じに刊かん行こうされました！

　お久ひさしぶりです、もしくは、はじめまして。花はな千ち世よ子こです。




　二巻かんでは、登場人物が一気に増ふえました！

　リエとマミもしっかり登場シーンがありますし、高たか井い戸ど武たけ士しに、アリスの姉クララ、さらに幽ゆう霊れいズはカメリアと瑠る偉い。

　玲れい香かに最さい初しょに憑ついた鈴すず岡おかさんや魔ま王おうも、回想シーン以い外がいでは初はじめて本ほん編ぺんで出しました。

　どのキャラもめちゃくちゃ楽しく書けたので、一番のお気に入りが決められません。

　ただ、今回一番力を入れたのは、瑠る偉いかなーと思っています。

　チャラいけれど、実は彼かの女じょのクララにめちゃくちゃ一いち途ずで、ほんとうはとってもやさしい、というギャップのある子です。

　最さい初しょは瑠る偉いに、「なにこの男、サイテー！」と腹はらが立っても（わたしも書いてて何度か思いました）最さい後ごは少しでも良よいイメージを持ってもらえるといいなあと思っています。




　そういえば、クライマックスのお祭りは、夏祭りなわけですが。

　わたしの地元のお祭りは四月でした。春に大きなお祭りがあり、夏にはないのです。

　ちなみに、いま住んでいる地ち域いきのお祭りは十月の秋祭りがメインです。

　こうして考えると、地ち域いきによってお祭りの時期ってぜんぜんちがうんですね。

　みなさんの地ち域いきのお祭りはいつ開かい催さいされますか？

　それとも春と夏の二回大きなお祭りがある地ち域いきとかあるんですかね？

「しょーがないなあ、うちのお祭りの時期を教えてあげようかな」と思ったらぜひファンレターを送っていただけるとうれしいです！




　今回の二巻かんの中の夏祭りといえば、洋服コンテストも非ひ常じょうに盛もり上がりましたね！

　審しん査さ員いんという人生で初はじめての経けい験けんをさせていただきました。

　とても楽しく、そしてめちゃくちゃ悩なやみながら審しん査さをしたのです。

　だって、力作ぞろいなんですよ！

　グランプリや賞しょうをとった方、おめでとうございます！

　そして、応おう募ぼしてくれた方、ありがとうございます！

　一回目は応おう募ぼを見送った方も、二回目は挑ちょう戦せんしてくれるとうれしいです。




　いろいろと盛もり上がった夏祭り、最さい後ごに胡桃くるみ沢ざわあずさの殺さつ人じん関かん与よ（!?）の物ぶっ騒そうなうわさで終わる……という、ものすごいぶった切り方をしたのですが。

　つまり『とっとと成じょう仏ぶつしてください！③』に続つづきます！

　今、現げん在ざいものすごい勢いきおいで三巻かんを書いています。

　物ぶっ騒そうなうわさのこともあり、色いろ々いろと考えながら書いているので大たい変へんなこともありますが、非ひ常じょうに楽しく書いております。

　無ぶ事じに『とっとと成じょう仏ぶつしてください！③』をお届とどけできるようにがんばります。




　今回も担たん当とうさんには非ひ常じょうにお世話になりました……！

　すてきなアドバイスばかりくださるので、無事に二巻かんを書きあげることができました。

　そして、なんといっても海ばたり先生のイラスト！　いやはやもう、これ、宝たからですね。うっとりします。

　お世話になっているポプラキミノベルの編へん集しゅう部ぶの方かた々がた、いつもありがとうございます。

　それから、この本を手にとってくださった方、本当にありがとうございます。




　あとがきということで好すき勝手に書きましたが、まとまりのない文章になっていますね。

　そういえば、１巻かんのあとがきで「悪あく夢むをよく見る」と書きましたが、最さい近きんほとんと悪あく夢むを見なくなりました。

　みなさんが『成じょう仏ぶつ』を応えんしてくれるおかげかもしれません！




　寒い時期ですが、体調には気をつけてくださいね。わたしも気をつけます。

　それでは、また３巻かんでお会いしましょう！


花はな千ち世よ子こ










作／花千世子（はなちよこ）

愛知県出身。第１回キミノベル小説大賞ファンタジー・ミステリー部門〈大賞〉を受賞。『とっとと成仏してください！』シリーズがデビュー作となる。特技は猫を遊ばせることとカフェオレの早飲み。（良い子はマネしないでね！）




絵／海ばたり（うみばたり）

宮城県出身のイラストレーター。ＭＶやグッズ用イラストを中心に手がける。かわいいものと少年を描くのが好き。最近毎日アイスを食べている。









とっとと成じょう仏ぶつしてください！
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